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人づくりで

始まる

未来づくり



印刷の注意点（2in1）

（１）赤枠の「複数」ボタンを押してください

（２）赤枠プルダウンから「横（右から左）」を選択してください



経済産業省近畿経済産業局は、近畿2府5県（福井県、滋賀県、京都府、大阪府、兵庫

県、奈良県、和歌山県）における経済産業施策の総合的な窓口機関として年間1,000件以

上、地域企業の実態把握や施策立案のための企業訪問を行っています。

関西はものづくりからサービスまで進取の気風をもって、特色や強みを備えた彩り豊か

な企業が多数立地しています。その中にはエンドユーザーの目に届くことが少ない加工産

業や、部品製造で独自技術をもって果敢に挑戦する「おもしろい」企業がたくさんありま

す。そんな企業に出会えることも私たちの強みの一つです。

当局では、そんな企業の挑戦を、より良い未来を見据えた変化への「兆し」と捉え、広

く世の中にその兆しを届けるために「KIZASHI [関西おもしろ企業事例集 - 企業訪問

から見える新たな兆（きざし）]」として、作成、公表しています。

「兆：KIZASHI 」について

今回の「KIZASHI vol.24」では、「人づくりで始まる未来づくり」をお届けします。

人口構造の変化、そしてGX・DXなどの経済構造の転換が進む中、中小企業経営そのも

のも常識を転換させていくことが求められています。一方で、コスト改善や利益の確保が

進まない、販路開拓や新分野に二の足を踏んでしまう、など経営者が抱える課題の根底に

は「人財」の適切な活用が十分ではないことが背景に潜むケースは少なくありません。

そこで今回は、人を価値創出の源泉たる「人財」と捉え、人づくりを通じて組織の成長

と未来への価値創出に取り組む中小企業14社に対して、当局の未来を担う若手職員を中心

にインタビューを実施しました。そこで発見したのは、働く人に「挑み続ける組織風土と

社会への貢献という価値観」が浸透した会社で生まれる、未来に向けた挑戦の数々でした。

各社各様の「人づくりから始まる未来づくり」の片鱗を、是非ご覧ください。

2024年1月

近畿経済産業局 中小企業政策調査課
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「
衣
料
か
ら
医
療
へ
」
。
今
年
で
創

業
７
９
年
目
を
迎
え
る
福
井
経
編
興
業

株
式
会
社
は
今
、
社
運
を
か
け
た
大
き

な
挑
戦
の
中
に
い
る
。

繊
維
の
主
要
産
地
、
福
井
県
に
立
地

す
る
同
社
は
、
国
内
最
大
規
模
の
経
編

会
社
だ
。
大
企
業
か
ら
編
み
工
程
だ
け

委
託
す
る
業
態
が
中
心
の
業
界
で
は
珍

し
く
、
原
糸
を
購
入
し
加
工
、
販
売
す

る
独
立
し
た
商
流
を
構
築
し
て
き
た
。

１
０
０
台
近
く
の
編
み
機
を
使
用
し
、

高
品
質
な
ニ
ッ
ト
生
地
を
製
造
し
て
き

た
同
社
は
現
在
、
心
臓
修
復
パ
ッ
チ

「
シ
ン
フ
ォ
リ
ウ
ム
」
の
商
用
化
に
取

り
か
か
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
中
心

と
な
っ
て
事
業
転
換
へ
果
敢
に
挑
む
髙

木
社
長
の
決
断
力
、
そ
し
て
、
子
ど
も

た
ち
の
手
術
の
負
担
を
軽
減
し
た
い
と

い
う
、
強
い
思
い
が
あ
っ
た
。

「子どもたちを救いたい」
挑戦を続ける『下町ロケット』モデル企業

医
療
分
野
の
開
拓

き
っ
か
け
は
、
展
示
会
へ
の
出
展
後

に
舞
い
込
ん
だ
１
つ
の
依
頼
で
あ
っ
た
。

２
０
０
０
年
代
、
ア
パ
レ
ル
１
本
で
の

経
営
に
陰
り
が
見
え
、
現
状
に
危
機
感

を
抱
い
た
社
長
は
、
展
示
会
で
自
社
の

高
い
技
術
力
を
何
度
も
ア
ピ
ー
ル
し
、

契
機
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
シ
ル
ク
で
編

む
人
工
血
管
の
開
発
依
頼
が
届
い
た
。

そ
の
研
究
開
発
を
通
し
て
医
療
分
野
に

活
路
を
見
い
だ
し
、
社
長
自
ら
猛
勉
強
。

福井経編興業株式会社 代表取締役社長 髙木 義秀

創
業
７
０
余
年

ニ
ッ
ト
生
地
製
造
会
社
の
新
た
な
挑
戦
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心臓修復パッチ「シンフォリウム」（左）と、縫着
した様子（右）

ドラマ撮影時に使用された「GAUDI」の看板

福井経編興業株式会社
・設立：1944年
・資本金：8,000万円
・従業員数：87名

・業種：経編生地製造
・所在地：福井県福井市西開発3丁目519-3
・URL：http://www.fukutate.co.jp/

そ
の
後
、
大
阪
医
科
薬
科
大
学
・
根
本

教
授
か
ら
、
日
本
製
の
医
療
資
材
を

作
っ
て
み
な
い
か
と
い
う
誘
い
を
う
け
、

取
引
先
の
大
手
繊
維
メ
ー
カ
ー
・
帝
人

と
も
協
働
し
、
シ
ン
フ
ォ
リ
ウ
ム
の
開

発
が
始
ま
っ
た
。

シ
ン
フ
ォ
リ
ウ
ム
は
、
先
天
的
心
臓

疾
患
を
有
す
る
子
ど
も
の
手
術
に
使
用

す
る
修
復
パ
ッ
チ
だ
。
伸
張
性
の
な
い

従
来
品
で
は
、
子
ど
も
の
心
臓
が
大
き

く
な
る
に
伴
い
再
手
術
が
必
要
と
な
る

が
、
ニ
ッ
ト
生
地
で
で
き
た
同
製
品
は
、

成
長
す
る
子
ど
も
の
心
臓
に
合
わ
せ
て

伸
び
る
た
め
、
再
手
術
を
回
避
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
さ
に
、
社
長
の
鋭
い

危
機
意
識
と
、
委
託
加
工
に
甘
ん
じ
な

い
同
社
だ
か
ら
こ
そ
持
っ
て
い
た
メ
ー

カ
ー
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
子
ど
も

た
ち
を
不
安
か
ら
救
う
製
品
を
実
現
さ

せ
た
。

福
井
か
ら
世
界
へ

フ
ク
イ
タ
テ
ア
ミ
の
未
来

シ
ン
フ
ォ
リ
ウ
ム
の
開
発
は
、
会
社

を
存
続
・
発
展
さ
せ
る
た
め
の
社
長
の

経
営
判
断
と
、
手
術
の
負
担
低
減
に
よ

る
社
会
貢
献
と
の
、
２
つ
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
現
在
は

難
関
と
さ
れ
る
様
々
な
法
規
制
の
ハ
ー

ド
ル
を
ク
リ
ア
し
、
２
０
２
３
年
度
中

の
販
売
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
お
り
、

一
刻
も
早
く
国
内
外
へ
の
展
開
を
目
指

す
。製

品
の
研
究
開
発
に
加
え
て
同
社
が

重
要
視
し
て
い
る
の
が
、
広
報
で
あ
る
。

は
や
く
製
品
を
子
ど
も
た
ち
の
も
と
へ

届
け
た
い
と
い
う
社
長
は
、
メ
デ
ィ
ア

戦
略
の
強
化
に
注
力
し
て
い
る
。
シ
ン

フ
ォ
リ
ウ
ム
の
開
発
経
緯
を
も
と
に
作

家
の
池
井
戸
潤
氏
が
著
し
た
『
下
町
ロ

ケ
ッ
ト
２

ガ
ウ
デ
ィ
計
画
』(

小
学

館
文
庫)

も
、
そ
の
一
環
だ
。
ド
ラ
マ

『
陸
王
』
の
製
作
に
伴
い
、
シ
ュ
ー
ズ

の
生
地
に
つ
い
て
池
井
戸
氏
か
ら
取
材

を
受
け
た
社
長
は
、
こ
の
機
会
を
逃
す

手
は
な
い
と
思
い
、
「
あ
と
１
時
間
も

ら
え
な
い
か
」
と
直
談
判
。
開
発
中
で

あ
っ
た
シ
ン
フ
ォ
リ
ウ
ム
に
つ
い
て
熱

弁
し
、
後
日
、
４
時
間
の
臨
床
手
術
に

池
井
戸
氏
を
ア
テ
ン
ド
。
そ
の
後
、
同

社
が
モ
デ
ル
と
な
っ
た
ス
ト
ー
リ
ー
が

完
成
し
た
。
こ
う
し
て
で
き
た
書
籍
を

広
報
に
活
用
す
る
ほ
か
、
時
に
は
学
校

で
の
講
演
会
に
登
壇
す
る
な
ど
、
自
社

の
技
術
の
発
信
の
場
を
広
げ
て
い
る
。

社
長
は
さ
ら
に
、
今
後
の
医
療
分
野

へ
の
進
出
に
あ
た
り
、
女
性
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
も
進
め
た
い
と
い
う
。
医
療
分

野
に
お
い
て
は
女
性
に
よ
る
発
信
力
・

説
得
力
が
重
要
と
の
考
え
か
ら
だ
。
実

際
、
現
在
販
売
中
の
介
護
業
界
向
け
製

品
は
、
次
代
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

女
性
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
て
い
る
。

衣
料
か
ら
医
療
へ
。
ニ
ッ
ト
生
地
が

持
つ
無
限
の
可
能
性
を
胸
に
、
確
か
な

技
術
と
人
材
が
裏
付
け
る
メ
イ
ド
イ
ン

フ
ク
イ
の
製
品
で
、
世
界
の
医
療
市
場

へ
挑
み
続
け
る
。

http://www.fukutate.co.jp/


＃黒一筋、＃深黒、#洋服の黒染めを世界へ

１
０
０
年
前
か
ら
「
黒
一
筋
」

株
式
会
社
京
都
紋
付
は
、
大
正
４
年

か
ら
京
都
「
壬
生
」
で
、
日
本
の
最
高

級
の
正
装
「
紋
付
」
の
黒
染
め
を
行
う

会
社
で
あ
る
。
先
代
の
荒
川
忠
夫
氏
が

「
体
を
切
っ
た
ら
黒
い
血
が
出
て
く
る

か
も
し
れ
ん
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
た

よ
う
に
、

黒
一
筋
を
貫
い
て
き
た
。

そ
ん
な
同
社
は
、
４
代
目
荒
川
徹
氏

の
時
代
か
ら
新
た
に
「
洋
服
」
の
黒
染

め
事
業
を
開
始
し
た
。
今
回
は
、
同
社

が
紋
付
の
黒
染
め
の
伝
統
を
残
し
つ
つ
、

新
た
に
洋
服
の
黒
染
め
を
始
め
、
さ
ら

に
そ
の
先
を
見
据
え
た
挑
戦
へ
の
歴
史

を
紐
解
い
て
い
く
。

株式会社京都紋付
KIZASHI
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イメージ

洋
服
の
黒
染
め
事
業
へ
の
挑
戦

黒
紋
付
は
、
昔
か
ら
歌
舞
伎
の
衣
装

や
卒
業
式
の
正
装
、
一
般
の
人
々
の
嫁

入
り
道
具
と
し
て
多
く
の
需
要
が
あ
り
、

ピ
ー
ク
時
の
１
９
７
０
年
代
に
は
年
間

３
０
０
万
反
も
の
市
場
が
あ
っ
た
。
し

か
し
荒
川
氏
は
「
自
分
の
娘
が
結
婚
す

る
頃
に
は
、
嫁
入
り
道
具
と
し
て
黒
紋

付
を
持
た
せ
る
時
代
で
は
な
く
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
、
将
来
の
需

要
減
を
予
測
（
現
在
は
年
間
２
０
０
０

反
以
下
）
し
、
強
い
危
機
感
を
持
っ
た
。

そ
こ
で
新
た
に
開
始
し
た
の
が
洋
服
の

黒
染
め
事
業
だ
。

開
始
当
初
は
手
探
り
で
商
工
会
議

所
や
京
都
市
の
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト

へ
の
応
募
や
展
示
会
出
展
な
ど
、
洋
服

へ
の
黒
染
め
の
魅
力
の
周
知
に
励
ん
だ
。

そ
う
し
た
努
力
が
実
を
結
び
、
徐
々
に

取
材
や
テ
レ
ビ
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
知
名
度
を
あ
げ
た
。
今
で

は
数
々
の
有
名
ア
パ
レ
ル
ブ
ラ
ン
ド
と

の
コ
ラ
ボ
や
、
大
企
業
・
大
手
デ
パ
ー

ト
と
連
携
し
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う

な
ど
、
右
肩
上
が
り
に
成
長
し
て
い
る
。

洋
服
の
黒
染
め
事
業
に
手
ご
た
え
を

感
じ
た
荒
川
氏
が
さ
ら
な
る
飛
躍
の
た

め
に
２
０
１
３
年
か
ら
開
始
し
た
の
が
、

消
費
者
か
ら
洋
服
の
黒
染
め
を
受
注
す

る
、
通
称
「
Ｒ
Ｅ
Ｗ
Ｅ
Ａ
Ｒ

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
『
Ｋ
』
」
で
あ
る
。

「
伝
統
」
と
「
革
新
」
の

融
合
に
挑
戦

株
式
会
社
京
都
紋
付

代
表
取
締
役
社
長

荒
川

徹
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洋
服
の
黒
染
め
事
業
を
世
界
へ

同
社
は
さ
ら
に
、
海
外
進
出
を
目
指

し
て
い
る
。
そ
の
一
歩
と
し
て
挑
戦
し

て
い
る
の
が
「
大
阪
・
関
西
万
博
」
で

の
共
同
出
展
で
あ
る
。
き
っ
か
け
は
近

畿
経
済
産
業
局
主
催
の
「
伝
産
サ
ロ

ン
」
事
業
で
他
産
地
の
伝
統
産
業
事
業

者
と
出
会
っ
た
こ
と
だ
。

「
伝
統
産

業
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
、
進
み
続
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
同
じ
想

い
を
も
っ
て
い
た
参
加
者
事
業
者
と
と

も
に
、
「
革
新
工
芸
」
と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
を
掲
げ
て
、
「
大
阪
・
関
西
万

博
」
へ
の
共
同
出
展
や
、
海
外
展
開
に

向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
る
。

た
だ
し
海
外
進
出
で
洋
服
の
黒
染
め

事
業
が
今
後
い
く
ら
拡
大
し
た
と
し
て

も
、
伝
統
的
な
黒
紋
付
染
事
業
を
や
め

る
つ
も
り
は
な
い
と
い
う
荒
川
氏
。
新

た
な
挑
戦
は
、
伝
統
産
業
の
可
能
性
を

広
げ
る
狙
い
と
と
も
に
、
技
術
を
絶
や

さ
な
い
た
め
で
も
あ
る
。
そ
の
た
め
に

も
、
若
い
世
代
の
関
心
を
高
め
る
こ
と

が
重
要
だ
と
感
じ
て
お
り
、
伝
統
産
業

に
触
れ
て
も
ら
う
た
め
、
学
生
の
企
業

訪
問
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
る
。

現
状
に
満
足
せ
ず
、
常
に
危
機
感
や

問
題
意
識
を
持
ち
、
新
た
な
こ
と
に
挑

戦
し
て
い
く
荒
川
氏
に
、
こ
れ
か
ら
も

目
が
離
せ
な
い
。

株式会社京都紋付
・創業：1915年
・設立：1969年
・資本金：2250万円

・従業員数：8名
・業種：染色加工業
・所在地：京都府京都市中京区壬生松原町51-1
・URL：http://www.kmontsuki.co.jp/

「
Ｒ
Ｅ
Ｗ
Ｅ
Ａ
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

『
Ｋ
』
」
と
独
自
技
術
「
深
黒
」

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
着
な
く

な
っ
た
服
を
黒
染
め
で
生
ま
れ
変
わ
ら

せ
る
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
だ
。
汚
れ
て

着
ら
れ
な
く
な
っ
た
服
や
、
デ
ザ
イ
ン

に
飽
き
て
着
な
く
な
っ
た
服
で
も
、
黒

染
め
に
よ
り
新
た
な
姿
へ
と
生
ま
れ
変

わ
る
。
「
染
ま
り
方
の
予
想
が
出
来
な

い
点
が
、
黒
染
め
の
面
白
さ
」
と
荒
川

氏
は
語
る
。
そ
の
秘
密
は
、
独
自
技
術

「
深
黒
」
に
隠
さ
れ
て
い
る
。

「
深
黒
」
は
、
光
を
吸
収
す
る
薬
品

で
生
地
を
加
工
す
る
こ
と
で
、
漆
の
よ

う
に
艶
や
か
で
深
み
の
あ
る
黒
に
染
め

上
げ
る
。
繊
維
の
混
合
比
率
に
よ
っ
て

染
ま
り
方
が
変
わ
る
た
め
、
そ
の
仕
上

が
り
は
染
め
て
み
る
ま
で
わ
か
ら
な
い
。

ま
た
、
本
生
地
加
工
に
は
撥
水
効
果

が
あ
り
、
洗
濯
時
の
色
落
ち
や
色
移
り

の
心
配
が
な
く
汚
れ
に
も
強
く
な
る
点

や
、
発
が
ん
性
の
染
料
を
避
け
、
環
境

に
も
配
慮
し
て
い
る
点
も
、
現
代
の
価

値
観
に
合
致
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
魅

力
に
多
く
の
人
が
惹
き
つ
け
ら
れ
、
消

費
者
か
ら
の
受
注
は
好
調
だ
。

さ
ら
に
同
社
で
は
、
「
黒
染
め
で
の

染
め
替
え
イ
メ
ー
ジ
」
を
確
認
で
き
る

二
次
元
コ
ー
ド
等
を
下
げ
札
（
タ
グ
）

に
付
し
、
あ
ら
か
じ
め
染
め
替
え
を
想

定
し
た
、
新
し
い
形
の
ア
パ
レ
ル
商
品

の
展
開
に
も
奮
闘
中
だ
。

http://www.kmontsuki.co.jp/


京
都
で
育
っ
た
も
の
づ
く
り
企
業

今
回
取
材
し
た
の
は
、
京
都
に
拠
点

を
構
え
る
も
の
づ
く
り
企
業
、
二
九
精

密
機
械
工
業
株
式
会
社
で
あ
る
。
同
社

は
、
戦
前
の
１
９
１
７
年
に
創
業
し
、

今
日
ま
で
約
１
０
０
年
の
歴
史
を
も
つ
。

ス
テ
ン
レ
ス
や
特
殊
合
金
、
チ
タ
ン
な

ど
の
難
加
工
材
の
精
密
機
械
加
工
部
品

の
製
作
を
は
じ
め
、
医
療
や
半
導
体
分

野
に
も
進
出
し
、
近
年
で
は
、
世
界
で

初
め
て

チ
タ
ン
パ
イ
プ
（※

１
）

の
商
品
化
に
成
功
す
る
な
ど
、
高
い
技

術
力
を
武
器
に
、
今
後
も
幅
広
い
分
野

で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

＃ものづくりは人づくりから、＃人の力は無限大、＃若手の「芽」の育成

KIZASHI
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企
業
理
念
「
４
Ｍ
＋
Ｓ
＝
２
９

Ｉ

Ｎ
Ｇ
」
に
込
め
た
思
い

同
社
の
理
念
「
４
Ｍ
＋
Ｓ
＝
２
９
Ｉ

Ｎ
Ｇ(※

２)

」
の
「
４
Ｍ
」
と
は
、
同

社
が
も
の
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
基
本

要
素
と
捉
え
る
「
人
・
素
材
・
機
械
・

方
法
」
を
指
す
。
こ
こ
で
「
人
」
を

真
っ
先
に
据
え
る
の
は
、
「
組
織
は
人

が
中
心
と
な
っ
て
動
か
す
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
ゆ
え
に
『
人
は
宝
』
、
『
人
財
』

で
あ
る
」
と
の
考
え
が
根
底
に
あ
る
た

め
だ
。

本
稿
で
は
、
創
業
当
初
か
ら
「
も
の

づ
く
り
は
人
づ
く
り
か
ら
」
と
い
う
考

え
方
を
受
け
継
ぎ
、
守
っ
て
き
た
同
社

の
「
人
へ
の
投
資
」
に
迫
る
。

若
手
の
「
気
づ
き
」
を
養
い
、

顧
客
志
向
の
真
骨
頂
へ

二
九
精
密
機
械
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

二
九

直
晃

二九精密機械工業株式会社

※１：βチタンパイプ…軽量で高強度、高耐食性等の機能を有し、高い加工技術を要する素材。
※２：「４M＋S＝２９ING」の理念は、「ものづくり」の基本は、Man（人） 、Material（素材）、Machine

（機械）、Method（方法）に集約され、この４つの柱に新しい技（Skill）が組み合わされた時に、初め
てFUTA･Qの技術が確立されるという意味を持ち、これらを常に最新の状態に進化させ続け、地球・人類
に貢献することを数式で表している。

同社の理念（※２）

β

ス
ピ
ー
ド
感
と
確
実
性
の
あ
る

人
材
育
成
へ
の
挑
戦

「
人
へ
の
投
資
」
を
は
じ
め
た
き
っ

か
け
は
、
高
精
度
・
難
加
工
技
術
を
要

す
る
同
社
の
特
性
に
あ
っ
た
。
創
業
し

た
当
時
は
「
先
輩
・
上
司
の
背
中
を
見

て
育
て
！
」
と
い
う
の
が
社
会
の
風
潮
。

し
か
し
、
難
度
の
高
い
業
務
を
行
っ
て

い
く
場
合
、
ベ
テ
ラ
ン
社
員
が
会
社
の

成
長
と
と
も
に
培
っ
て
き
た
熟
練
の
技

の
す
べ
て
を
、
目
で
見
て
学
ぶ
だ
け
で

受
け
継
ぐ
に
は
時
間
が
か
か
る
。
そ
こ

で
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
確
実
に
一
人

前
に
育
っ
て
も
ら
う
た
め
、
社
内
の
体

系
的
な
研
修
制
度
を
整
え
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
た
。

将
来
を
担
う
若
手
育
成
に
注
力

そ
こ
で
、
同
社
は
、
新
人
や
若
手

リ
ー
ダ
ー
の
人
材
育
成
に
力
を
入
れ
る
。

ま
ず
は
、
「
新
人
研
修
」
。
特
に
意

識
し
て
い
る
の
は
、
同
期
の
「
横
の
つ

な
が
り
」
だ
。
入
社
後
３
ヶ
月
間
は
、

毎
週
、
全
新
人
が
一
堂
に
会
す
る
場
と
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し
て
研
修
を
実
施
し
、
座
学
や
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し

て
相
互
に
言
葉
を
交
わ
し
、
笑
顔
を

交
え
、
「
同
期
の
輪
」
を
構
築
す
る
。

研
修
の
目
的
は
、
社
内
で
仲
間
を
作

る
こ
と
を
通
じ
て
、
会
社
に
対
す
る

ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
（
帰
属
意
識
）
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
。
新
人
研
修
を

通
し
、
業
務
や
社
員
に
接
す
る
こ
と

で
会
社
の
文
化
・
風
土
を
理
解
し
て

も
ら
う
こ
と
に
努
め
て
い
る
。

次
に
「
リ
ー
ダ
ー
人
材
育
成
」
。

若
手
と
ベ
テ
ラ
ン
の
世
代
間
ギ
ャ
ッ

プ
が
問
題
と
な
っ
た
当
時
、
そ
の
間

を
繋
ぐ
中
堅
層
の
育
成
が
課
題
と

な
っ
た
。
そ
こ
で
同
社
は
２
０
２
１

年
頃
か
ら
若
手
の
リ
ー
ダ
ー
人
材
に

必
要
な
要
素
を
体
系
的
に
打
ち
出
し
、

研
修
を
実
施
し
て
き
た
。
代
表
的
な

の
が
、
２
０
２
２
年
度
の
取
り
組
み

「
４
つ
の
芽
（
右
下
図
）
」
や
２
０

２
３
年
度
の
取
り
組
み
「
２
つ
の
若

葉
（
左
下
図
）
」
で
あ
る
。
「
２
つ

の
若
葉
」
で
は
、
「
部
下
を
見
守
る

力
」
と
「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
技
術
開

発
力
」
の
２
つ
に
焦
点
を
当
て
、
知

見
や
経
験
を
持
つ
大
学
教
授
や
大
手

企
業
Ｏ
Ｂ
を
講
師
に
迎
え
て
研
修
を

進
め
て
い
る
。

二九直晃社長

人
材
育
成
に
お
け
る
課
題
は
、
社
員

に
「
気
づ
き
」
を
与
え
る
こ
と
だ
っ
た

と
、
二
九
社
長
は
苦
笑
い
す
る
。
同
社

の
強
み
は
「
お
客
様
に
良
い
提
案
が
で

き
る
こ
と
」
。
顧
客
の
相
談
に
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
応
え
、
製
品
を
届
け
る
同
社

で
は
、
顧
客
の
真
の
要
望
に
気
づ
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
「
気
づ
き
」

を
得
る
た
め
に
は
、
「
考
え
る
」
こ
と

を
大
事
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
社
長
の

思
い
が
あ
る
。
そ
の
実
現
に
向
け
、
自

ら
考
え
、
気
づ
き
、
改
善
す
る
力
を
育

て
る
こ
と
が
で
き
る
研
修
を
、
現
在
も
、

日
々
試
行
錯
誤
し
て
い
る
。

人
材
育
成
の
目
指
す
先

今
後
の
目
標
は
「
顧
客
志
向
」
の
真

髄
を
考
え
ら
れ
る
人
材
を
育
て
る
こ
と
。

そ
の
た
め
に
は
、
経
営
層
が
責
任
を

も
っ
て
社
員
に
対
し
、
顧
客
ニ
ー
ズ
の

本
質
を
満
た
す
提
案
力
と
、
自
社
の
技

術
を
顧
客
ニ
ー
ズ
に
結
び
つ
け
る
発
想

力
を
養
う
必
要
が
あ
る
。
「
や
り
た
い

こ
と
は
限
り
な
い
！
人
の
力
は
無
限
大

！
」
。
そ
う
語
る
言
葉
か
ら
は
、
同
社

で
働
く
社
員
ひ
と
り
ひ
と
り
へ
の
期
待

が
あ
ふ
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
人
材
育
成
の
効
果
は
、
社

員
か
ら
ふ
と
感
じ
ら
れ
る
「
自
信
」
に

加
え
、
売
上
や
工
場
の
生
産
性
向
上
な

ど
目
に
見
え
る
数
字
で
も
現
れ
て
い
る
。

リーダー人材育成プログラム

２つの若葉（2023年度）

進化

2022年度の技術の目から
若葉への進化!!

座談会方式で
「閃いた」技術の案を現実に

自身の目指すリーダー像へ

部下を見守る力を
同世代の仲間とわいがや方式で
身につける

４つの芽（2022年度）

「
気
づ
き
」
を
与
え
る
と
い
う
難
題

https://futaku.co.jp/
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中
尾
食
品
工
業
の

笑
顔
あ
ふ
れ
る
取
り
組
み

中
尾
食
品
工
業
株
式
会
社
は
、
１
９

２
７
年
創
業
の
堺
市
で
唯
一
こ
ん
に
ゃ

く
・
と
こ
ろ
て
ん
等
の
製
造
・
販
売
を

行
う
企
業
だ
。
４
代
目
と
な
る
中
尾
友

彦
社
長
は
、
他
社
で
の
経
験
を
経
て
、

２
０
１
３
年
に
２
５
歳
の
若
さ
で
社
長

に
就
任
。
『
伝
統
と
創
造
を
持
っ
て
笑

顔
あ
ふ
れ
る
人
生
に
貢
献
す
る
』
と
い

う
企
業
理
念
の
も
と
、
市
場
開
拓
、

フ
ー
ド
ロ
ス
対
策
と
し
て
地
元
で
の
こ

ん
に
ゃ
く
直
売
会
『
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｏ

Ｍ

Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
Ｅ
』
の
開
催
及
び
無
人
直
売

所
設
置
な
ど
、
次
々
に
新
た
な
取
り
組

み
に
挑
戦
し
て
い
る
。

従
業
員
一
丸
と
な
り

安
心
安
全
の
提
供
に
む
け
て

こ
う
し
た
新
た
な
挑
戦
を
進
め
る
一

方
で
、
過
去
に
発
生
し
た
ミ
ス
を
２
度

と
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
も
、
同
社
は

食
品
製
造
業
に
と
っ
て
最
も
重
要
と
な

る
衛
生
管
理
体
制
作
り
に
も
注
力
し
て

い
る
。
食
品
衛
生
管
理
の
国
際
標
準
で

あ
るH

A
C

C
P

の
手
法
を
製
造
ラ
イ
ン

に
導
入
し
、
衛
生
管
理
の
面
で
特
に
注

意
が
必
要
な
工
程
に
は
、
小
規
模
企
業

な
が
ら
品
質
保
証
室
の
監
視
専
任
の

チ
ー
ム
を
配
置
。
ま
た
監
査
役
を
定
期

的
に
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
よ
う
に
し

た
。
こ
の
よ
う
な
実
践
を
通
じ
相
互
に

こんにゃくで社会を健康に

中尾食品工業株式会社 代表取締役 中尾 友彦
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中
尾
食
品
工
業
が
描
く

今
後
の
展
望

中
尾
社
長
は
今
後
の
展
開
と
し
て
３

点
を
挙
げ
る
。

１
点
目
は
「
こ
ん
に
ゃ
く
と
言
え
ば

中
尾
食
品
」
と
な
る
よ
う
な
取
組
を
目

指
し
て
い
る
。
そ
の
取
組
の
１
つ
と
し

て
、
自
社
で
こ
ん
に
ゃ
く
芋
か
ら
栽
培

す
る
、
６
次
産
業
化
を
始
め
た
。
原
材

料
の
栽
培
か
ら
製
造
販
売
ま
で
一
貫
す

る
こ
と
で
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
強
化

を
図
る
。

２
点
目
は
、
「
海
外
展
開
」
の
加
速

化
で
あ
る
。
世
界
的
ト
レ
ン
ド
と
な
り

つ
つ
あ
る
「
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
志
向
」
の
層

に
、
同
社
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
こ
ん
に
ゃ

く
商
品
が
刺
さ
る
と
考
え
て
お
り
、
ま

ず
は
北
米
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
展
開
を
進

め
て
行
く
。

３
点
目
は
、
企
業
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
も

あ
る
「
こ
ん
に
ゃ
く
で
社
会
を
健
康
に

す
る
会
社
」
を
一
層
体
現
し
て
い
く
こ

と
だ
。
食
用
の
み
な
ら
ず
、
こ
ん
に
ゃ

く
の
弾
力
性
を
活
用
し
て
医
師
の
手
術

手
技
の
向
上
に
利
用
す
る
模
擬
臓
器
の

開
発
に
も
着
手
し
て
い
る
。

世
界
に
こ
ん
に
ゃ
く
で
健
康
と
笑
顔

を
届
け
る
同
社
の
今
後
の
挑
戦
に
も
目

が
離
せ
な
い
。

新
し
い
形
の
こ
ん
に
ゃ
く
を
販
売
し

た
い
と
い
う
想
い
で
「
こ
ん
に
ゃ
く
ス

ム
ー
ジ
ー
」
の
店
舗
展
開
を
始
め
た
が
、

異
業
種
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
理
解
し

て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
事
業
は
軌

道
に
乗
ら
ず
撤
退
。
こ
の
経
験
か
ら
、

中
尾
社
長
は
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
同
社
の

価
値
は
「
製
造
現
場
」
か
ら
生
ま
れ
る

こ
と
を
再
認
識
し
、
工
場
長
な
ど
と
試

作
を
繰
り
返
し
て
、
よ
り
一
層
商
品
開

発
に
注
力
し
た
。
そ
ん
な
中
、
堺
市
が

実
施
す
る
「
デ
ザ
イ
ン
経
営
」
の
事
業

に
参
加
し
て
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
共
同
で

新
商
品
開
発
を
開
始
。
理
念
を
突
き
詰

め
、
強
み
で
あ
る
品
質
保
証
力
や
製
造

現
場
の
人
材
力
を
基
に
、
社
の
新
た
な

ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
を
織
り
込
ん
だ

学び合う衛生管理体制

デザイン経営の実践で開発した「Training Noodle」

新
商
品

「T
ra

in
in

g
 N

o
o
d

le

」
の
開

発
に
成
功
し
た
。

「
新
感
覚
の
こ
ん
に
ゃ
く
」

誕
生
秘
話

２
０
２
１
年
に
販
売
を
開
始
し
た
機

能
性
特
化
型
ロ
ー
カ
ロ
リ
ー
こ
ん
に
ゃ

く
ヌ
ー
ド
ル
「T

ra
in

in
g
 N

o
o
d

le

」

シ
リ
ー
ズ
は
、
プ
ロ
テ
イ
ン
や
鉄
分
な

ど
を
添
加
し
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
付
加

価
値
の
高
い
商
品
と
し
て
話
題
と
な
り
、

現
在
ま
で
に
約
３
５
０
万
円
（
約
１
４

０
０
０
食
）
を
売
り
上
げ
る
大
ヒ
ッ
ト

商
品
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
ヒ
ッ
ト
の

裏
に
は
も
ち
ろ
ん
失
敗
も
あ
っ
た
。

学
び
合
え
る
機
会
の
構
築
は
、
社
員
の

育
成
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

https://nakaoshokuhin.co.jp/
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地
域
か
ら
は
ば
た
く

運
搬
機
器
メ
ー
カ
ー

株
式
会
社
を
く
だ
屋
技
研
は
、
創
業

以
来
、
磨
き
続
け
た
ポ
ン
プ
技
術
を
活

か
し
、
工
場
や
物
流
セ
ン
タ
ー
で
使
用

さ
れ
る
ハ
ン
ド
リ
フ
ト
な
ど
の
物
流
機

器
を
製
造
販
売
し
て
い
る
。
「
現
場
で

モ
ノ
を
動
か
す
際
の
困
り
ご
と
を
ラ
イ

バ
ル
に
」
と
い
う
考
え
の
も
と
、
製
品

開
発
に
取
り
組
む
姿
勢
が
評
価
さ
れ
、

「
は
ば
た
く
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
３
０
０
社
」
な
ど
こ
れ
ま
で
に
多
数

の
ア
ワ
ー
ド
を
受
賞
し
て
い
る
。

同
社
が
長
年
、
小
型
荷
役
運
搬
機
器

の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
り
続
け
る
背

景
に
は
、
「
和
は
人
格
を
形
成
し
、
研

究
は
会
社
発
展
の
基
礎
で
あ
る
」
と
い

う
理
念
を
従
業
員
が
主
体
的
に
解
釈
し
、

仕
事
に
取
り
組
む
仕
掛
け
が
関
係
し
て

い
る
。
こ
こ
で
は
、
具
体
的
に
３
つ
の

取
組
を
紹
介
す
る
。

株式会社をくだ屋技研
KIZASHI
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「
和
」
と
「
想
い
」
を
中
心
に
据

え
た
経
営
理
念
を
体
現

１
つ
目
は
、
同
社
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
表
し
て
い
る
「C

a
rrie

r 

D
e
s
ig

n

」
（
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
）
の

策
定
で
あ
る
。
従
業
員
か
ら
の
発
案
に

よ
る
も
の
で
、
「
運
ぶ
人
（C

a
rrie

r

）

」
や
「
環
境
」
に
優
し
い
空
間
を
創

出
・
提
案
す
る
企
業
で
あ
り
た
い
と
い

う
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

同
社
は
、
「
人
材
力
」
を
自
社
の
強
み

と
し
て
掲
げ
、
メ
ー
カ
ー
の
要
は

「
人
」
で
あ
り
、
営
業
の
み
な
ら
ず
、

開
発
や
製
造
に
お
い
て
も
仕
事
に
人
間

性
が
表
れ
る
と
考
え
る
。
全
て
の
力
の

基
軸
に
「
人
」
が
存
在
す
る
と
い
う
考

え
が
、
同
社
の
上
記
理
念
を
従
業
員
が

主
体
的
に
解
釈
し
、
「C

a
rrie

r 

D
e
s
ig

n

」
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

２
つ
目
は
、
本
社
屋
内
に
構
え
た

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
カ
フ
ェ
「
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｄ
Ａ

Ｙ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
」
で
あ
る
。
商
談
や
、

従
業
員
間
の
交
流
・
休
憩
ス
ペ
ー
ス
に

活
用
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
自
社
製
品
や
、

当
時
の
書
類
を
展
示
し
て
い
る
。
こ
の

「
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
」
は
、

理
念
を
形
に
し
て
伝
え
る
こ
と
を
目
的

に
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

メ
ー
カ
ー
の
要
は
「
人
」

株
式
会
社
を
く
だ
屋
技
研

代
表
取
締
役
社
長

奥
田

智
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代
表
の
奥
田
氏
は
、
完
成
時
に
初
め

て
目
に
し
た
ほ
ど
、
一
切
関
与
し
て
お

ら
ず
、
什
器
、
提
供
す
る
コ
ー
ヒ
ー
の

調
達
や
ネ
ー
ミ
ン
グ
、
設
計
に
係
る
予

算
管
理
ま
で
を
コ
ア
メ
ン
バ
ー
が
行
い
、

「
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
」
を
完

成
さ
せ
た
。
従
業
員
が
主
体
的
に
理
念

を
解
釈
し
、
形
に
し
た
空
間
で
あ
る
。

３
つ
目
は
、
従
業
員
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

の
刷
新
で
あ
る
。
定
年
延
長
の
話
題
な

ど
、
エ
イ
ジ
フ
リ
ー
な
働
き
方
を
全
従

業
員
に
自
分
事
と
し
て
捉
え
て
も
ら
う

た
め
に
、
同
社
の
理
念
で
あ
る
和
を
尊

び
仕
事
を
続
け
る
ほ
ど
人
格
が
磨
か
れ

形
成
さ
れ
る
よ
う
に
、
使
い
込
む
ほ
ど

味
が
出
る
デ
ニ
ム
生
地
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
製
作
に
着
手
し
た
。
そ
の
想
い
の
も

と
、
各
従
業
員
に
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
支
給
す
る
な
ど
、

従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
向
上
さ

せ
る
取
組
を
実
施
し
て
い
る
。

株式会社をくだ屋技研
・設立：1954年
・資本金：9,650万円
・従業員数：126名(グループ全体242名)

・業種：荷役運搬機械および環境機器製造販売
・所在地：大阪府堺市美原区丹上263
・URL：http://www.opk.co.jp/

OKUDAYA BASE

作業ユニフォーム＆試着室

「
理
念
」
や
「
自
社
ら
し
さ
」
を

会
得
し
て
い
く
風
土

世
代
を
超
え
て
、
従
業
員
間
で
「
理

念
」
や
「
自
社
ら
し
さ
」
が
言
葉
や
形

と
し
て
繰
り
返
し
発
信
す
る
こ
と
で
、

社
内
全
体
に
浸
透
し
、
そ
の
重
要
性
の

理
解
が
深
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
新
事

業
展
開
等
の
意
思
決
定
で
、
従
業
員
の

自
発
的
な
挑
戦
と
試
行
錯
誤
を
促
す
仕

組
み
を
整
え
て
い
る
。
そ
の
効
果
と
し

て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
に
は
、
従

業
員
自
身
が
成
功
体
験
や
達
成
感
を
得

て
、
自
信
を
高
め
る
循
環
が
生
ま
れ
て

い
る
。

「
た
ゆ
ま
な
い
研
究
・
開
発
は
社
会

に
も
大
き
く
貢
献
し
、
企
業
の
発
展
と

共
に
個
人
に
も
幸
福
を
も
た
ら
す
。
」

と
い
う
想
い
の
も
と
、
常
に
運
ぶ
現
場

に
心
か
ら
寄
り
添
い
お
客
様
の
成
功
に

つ
な
が
る
製
品
開
発
を
重
ね
る
こ
と
に

よ
り
、
主
力
事
業
を
発
展
・
深
化
さ
せ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
新
た
な
取
組
に
関

し
て
は
、
従
業
員
が
主
体
的
に
挑
戦
と

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
「
理
念
」
や

「
自
社
ら
し
さ
」
を
会
得
し
て
い
く
風

土
が
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

株
式
会
社
を
く
だ
屋
技
研
は
、
こ
れ
か

ら
も
、
「
和
」
や
「
研
究
開
発
」
の
大

切
さ
、
そ
し
て
「
従
業
員
の
幸
せ
」
を

経
営
の
中
心
に
掲
げ
、
現
場
の
困
り
事

に
果
敢
に
挑
戦
し
続
け
る
。

「
理
念
」
を
自
分
事
で
き
る仕

掛
け

い
ず
れ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
、

役
員
で
は
な
く
若
手
・
中
堅
の
従
業
員

を
コ
ア
メ
ン
バ
ー
と
し
て
選
抜
し
て
い

る
。
役
員
は
、
目
的
や
コ
ン
セ
プ
ト
を

摺
合
わ
せ
る
だ
け
で
、
一
切
の
過
程
や

表
現
方
法
は
彼
ら
に
一
任
し
て
い
る
と

い
う
。

ま
た
、
コ
ア
メ
ン
バ
ー
の
人
数
は
３

人
に
し
て
い
る
。
３
と
い
う
数
は
、
奥

田
氏
の
経
験
則
で
、
人
数
が
多
す
ぎ
る

と
多
数
決
に
な
り
、
他
方
２
人
に
す
る

と
、
意
見
が
分
か
れ
た
場
合
、
決
断
が

困
難
に
な
る
た
め
だ
。
さ
ら
に
、
３
人

の
う
ち
１
人
は
、
次
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
も
コ
ア
メ
ン
バ
ー
と
し
て
残
り
、
理

念
や
コ
ン
セ
プ
ト
を
次
代
に
継
承
す
る

工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。

http://www.opk.co.jp/
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社会の変化を捉え、オンリーワン塗装技術で街を彩る

株式会社光栄プロテック 代表取締役社長 三田 雅憲

株式会社光栄プロテック

職
人
が
生
み
出
す

唯
一
無
二
の
塗
装
の
表
情

株
式
会
社
光
栄
プ
ロ
テ
ッ
ク
は
、
建

築
商
材
の
金
属
製
品
な
ど
に
対
し
高
級

感
の
あ
る
塗
装
を
施
す
金
属
特
殊
塗
装

事
業
者
だ
。
建
物
の
顔
と
な
る
出
入
口

建
具
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
建
具
、
天
井
の

ほ
か
、
電
車
車
両
な
ど
日
常
の
様
々
な

場
面
を
独
自
の
塗
装
技
術
で
彩
っ
て
い

る
。
す
べ
て
職
人
に
よ
る
手
作
業
で
生

ま
れ
る
「
塗
装
の
表
情
」
が
同
社
の
強

み
で
あ
る
。
同
社
に
展
示
さ
れ
て
い
る

サ
ン
プ
ル
か
ら
も
、
塗
装
技
術
に
よ
る

質
感
の
違
い
、
見
る
角
度
に
よ
る
輝
き

の
変
化
な
ど
細
や
か
な
塗
装
の
美
し
さ

を
体
感
で
き
る
。
そ
う
し
た
確
か
な
技

術
力
を
武
器
に
、
顧
客
ニ
ー
ズ
に
真
摯

に
向
き
合
い
続
け
、
現
在
で
は
、
関

西
・
中
部
・
関
東
エ
リ
ア
を
中
心
に
全

国
で
数
多
く
の
施
工
実
績
を
持
つ
。
塗

装
の
提
供
先
は
、
エ
ル
メ
ス
や
ル
イ
・

ヴ
ィ
ト
ン
な
ど
の
高
級
ブ
ラ
ン
ド
か
ら
、

歴
史
的
な
建
築
物
ま
で
幅
広
い
。

中
小
企
業
は
世
の
中
が
厳
し
い
時

こ
そ
チ
ャ
ン
ス
、
成
長
の
契
機
に

同
社
は
１
９
８
５
年
の
設
立
後
、
バ

ブ
ル
崩
壊
・
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
・
コ

ロ
ナ
禍
な
ど
多
く
の
社
会
の
荒
波
に
直

面
し
た
。
そ
の
よ
う
な
局
面
を
ど
の
よ

う
に
乗
り
越
え
て
き
た
の
か
。
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「
人
」
を
守
り
育
て
る

同
社
の
開
発
精
神
・
独
自
技
術
を
支

え
て
い
る
の
は
「
人
」
を
大
切
に
し
、

人
材
投
資
を
惜
し
ま
な
い
姿
勢
で
あ
る
。

三
田
社
長
は
自
身
が
病
で
倒
れ
た
経
験

を
踏
ま
え
、
社
員
の
健
康
を
考
え
た
経

営
に
力
を
入
れ
て
き
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
も
、
知
人
の
料
理
教
室
の
先
生

に
協
力
を
依
頼
し
、
社
員
食
堂
を
オ
ー

プ
ン
さ
せ
た
。
味
噌
か
ら
手
作
り
す
る

な
ど
、
レ
ト
ル
ト
等
を
使
わ
な
い
無
添

加
・
手
作
り
に
こ
だ
わ
っ
た
食
事
で
社

員
の
健
康
を
内
側
か
ら
守
っ
て
い
る
。

ま
た
、
将
来
を
見
据
え
、
人
材
の
確

保
と
育
成
に
も
積
極
的
に
取
組
ん
で
い

る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
リ
モ
ー
ト
で
の

会
社
説
明
会
・
採
用
面
接
を
積
極
的
に

行
っ
た
。
誰
も
が
参
加
し
や
す
い
環
境

で
自
社
の
魅
力
を
丁
寧
に
発
信
で
き
た

「
中
小
企
業
は
世
の
中
が
厳
し
い
時
こ

そ
積
極
投
資
」
と
三
田
社
長
は
語
る
。

例
え
ば
、
大
手
企
業
の
土
地
取
引
が
鈍

く
な
る
こ
と
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
工

場
や
設
備
を
導
入
す
る
な
ど
、
今
後
の

事
業
拡
大
の
た
め
の
体
制
を
整
え
て
き

た
。
売
上
が
落
ち
、
厳
し
い
時
期
だ
か

ら
こ
そ
先
を
見
据
え
た
投
資
を
す
る
こ

と
で
、
顧
客
の
信
頼
獲
得
に
つ
な
げ
て

き
た
。

現
在
、
同
社
の
独
自
技
術
で
あ
る

「
硫
化
い
ぶ
し
色
仕
上
げ
」
が
生
ま
れ

た
の
も
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
苦
し
い
時

期
で
あ
る
。
硫
化
い
ぶ
し
色
仕
上
げ
が

表
現
す
る
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
な
美
し
さ
は
、

本
来
銅
合
金
で
し
か
表
現
で
き
な
い
も

の
で
あ
っ
た
が
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
、

銅
合
金
よ
り
安
価
な
ス
チ
ー
ル
や
ス
テ

ン
レ
ス
な
ど
汎
用
材
へ
の
応
用
を
実
現

さ
せ
た
。
「
コ
ス
ト
は
か
け
ら
れ
な
い

が
、
高
級
感
の
あ
る
仕
上
げ
に
し
た

い
」
と
い
う
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
こ
と
で
、

新
規
顧
客
の
獲
得
を
実
現
し
た
。

硫化いぶし色仕上げの施工事例
（京都府 新風館のエレベーター）

三田社長（右から2番目）と社員の皆様

株式会社光栄プロテック
・設立：1985年
・資本金：１,000万円
・従業員数：28名

・業種：金属製品・製作金物の特殊表面塗装
・所在地：〒573-0131 大阪府枚方市春日野2丁目2−12
・URL：https://koeip.co.jp/

こ
と
で
、
新
卒
採
用
に
も
つ
な
が
っ
た
。

し
か
し
、
職
人
に
よ
る
手
作
業
は
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
が
難
し
く
、
人
材
育
成

に
は
長
い
時
間
が
必
要
で
あ
る
。
近
年

で
は
、O

JT

の
活
用
や
、
可
能
な
限
り

技
術
を
明
文
化
す
る
こ
と
を
通
し
て
、

再
現
可
能
性
を
高
め
る
た
め
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。

技
術
と
信
頼
を

将
来
に
つ
な
げ
て
い
く

同
社
は
、
営
業
担
当
者
が
顧
客
の
要

望
に
叶
う
塗
装
イ
メ
ー
ジ
を
職
人
に
忠

実
に
伝
え
る
こ
と
を
心
が
け
、
職
人
と

二
人
三
脚
で
顧
客
に
真
摯
に
向
き
合
い

続
け
る
こ
と
で
、
困
難
な
ニ
ー
ズ
に
も

適
応
し
、
信
頼
を
積
み
重
ね
て
き
た
。

そ
の
よ
う
に
挑
戦
を
続
け
る
こ
と
で
、

職
人
の
手
作
業
に
よ
る
素
晴
ら
し
い
塗

装
技
術
が
培
わ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
今
、

三
田
社
長
の
社
員
の
健
康
を
考
え
、
大

切
に
す
る
経
営
を
土
台
に
、
塗
装
技
術

へ
の
誇
り
と
顧
客
の
信
頼
に
応
え
る
姿

勢
が
若
い
社
員
に
引
き
継
が
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。

２
０
２
３
年
度
の
新
入
社
員
は
「
塗

装
と
い
う
よ
り
、
『
光
栄
プ
ロ
テ
ッ
ク

の
塗
装
』
が
好
き
で
入
社
を
決
め
た
」

と
話
す
。
そ
う
し
た
若
手
の
熱
い
想
い

を
受
け
、
三
田
社
長
も
「
当
社
に
入
社

し
て
く
れ
た
社
員
の
期
待
を
裏
切
ら
な

い
よ
う
な
会
社
運
営
を
し
た
い
」
と
、

さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
し
て
い
る
。

https://koeip.co.jp/
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優
し
い
笑
顔
で
何
で
も
つ
く
る

「
世
界
基
準
」
が
そ
こ
に
あ
る

共
栄
ダ
イ
カ
ス
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

金
崎

竜
三

金
型
製
作
か
ら
一
貫
製
造

妥
協
を
許
さ
な
い
も
の
づ
く
り

柔
和
な
表
情
で
私
た
ち
を
出
迎
え
て

く
れ
た
の
は
、
共
栄
ダ
イ
カ
ス
ト
株
式

会
社
の
金
崎
社
長
。
東
大
阪
市
柏
田
、

Ｊ
Ｒ
長
瀬
駅
近
く
の
町
工
場
が
連
立
す

る
地
域
に
同
社
は
居
を
構
え
て
い
る
。

創
業
は
１
９
６
５
年
、
高
度
経
済
成

長
か
ら
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
至
る
激
動

の
時
代
、
金
崎
社
長
の
実
父
で
あ
る
先

代
が
貸
し
ガ
レ
ー
ジ
で
ダ
イ
カ
ス
ト

（※

１
）
マ
シ
ン
を
起
動
し
た
と
こ
ろ

か
ら
始
ま
っ
た
。
社
長
が
入
社
し
た
頃

は
、
ま
さ
に
典
型
的
な
町
工
場
だ
っ
た
。

「
工
場
（
こ
う
ば
）
か
ら

工
場
（
こ
う
じ
ょ
う
）
へ
」

町
工
場
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
る
。
社

長
曰
く
「
良
く
も
悪
く
も
頑
固
な
職

人
」
の
先
代
や
ベ
テ
ラ
ン
社
員
と
ぶ
つ

か
り
合
い
な
が
ら
、
工
場
内
の
整
備
、

若
手
の
採
用
、
新
規
顧
客
の
開
拓
等
、

徹
底
的
に
変
革
を
進
め
て
き
た
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
、
大
手
リ
サ
ー
チ
会

社
へ
の
丁
寧
な
レ
ス
ポ
ン
ス
、IS

O

取

得
、
展
示
会
出
展
等
、
外
部
へ
の
ア

ピ
ー
ル
も
欠
か
さ
な
い
。
結
果
、
人
の

輪
が
大
き
く
広
が
り
、
現
在
は
、
大
手

メ
ー
カ
ー
の
自
動
車
部
品
を
は
じ
め
、

誰
も
が
知
る
有
名
商
品
の
金
属
部
品
の

製
造
を
数
多
く
請
け
負
っ
て
い
る
。

※１：ダイカスト（Die Casting）：溶融金属を精密な金型に圧入することにより、高精度で鋳肌の優れた鋳物を
ハイサイクルで大量に生産する鋳造方式の一種（一般社団法人日本ダイカスト協会）
※２：バリ取り：鋳造した製品に現れる余剰部分を研磨して消す事。

「
常
に
も
っ
と
良
く
で
き
な
い
か
、
試

作
を
重
ね
て
品
質
に
は
と
こ
と
ん
こ
だ

わ
る
。
当
然
失
敗
も
す
る
。
で
も
人
生

は
答
え
が
出
な
い
事
が
多
い
。
何
度
も

失
敗
し
て
対
処
の
仕
方
を
学
び
、
乗
り

越
え
る
」
と
話
す
金
崎
社
長
。
優
し
い

眼
差
し
の
内
側
に
妥
協
を
許
さ
な
い
情

熱
が
宿
っ
て
い
る
。

品
質
へ
の
徹
底
し
た
こ
だ
わ
り
、

職
人
技
の
再
現
へ
の
挑
戦

金
型
の
製
作
か
ら
製
品
製
造
ま
で
一

貫
し
て
対
応
が
可
能
と
い
う
こ
と
が
同

社
最
大
の
強
み
。
「
模
型
で
も
粘
土
で

も
、
イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
て
く
れ
た
ら
、

そ
こ
か
ら
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
金
型
を
作

る
の
が
私
た
ち
の
会
社
」
と
金
崎
社
長

は
語
る
。
発
注
者
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
為
、
技
術
者
が
ト
ラ
イ
ア
ン
ド

エ
ラ
ー
を
繰
り
返
し
て
高
品
質
な
金
型

を
完
成
さ
せ
る
。

こ
の
品
質
へ
の
こ
だ
わ
り
の
ル
ー
ツ

は
、
大
手
企
業
か
ら
依
頼
さ
れ
た
落
下

し
て
も
壊
れ
な
い
Ｐ
Ｃ
の
部
品
製
造
で

あ
っ
た
。

「
自
分
達
が
納
入
し
た
製
品
を
検
査

し
た
顧
客
の
品
質
担
当
に
、
電
子
顕
微

鏡
で
見
て
初
め
て
わ
か
る
よ
う
な
傷
を

追
及
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
」
と
当
時

を
回
想
し
つ
つ
、
品
質
の
重
要
性
を
身

を
持
っ
て
学
ん
だ
。
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し
か
し
、
そ
こ
で
金
崎
社
長
が
も
と

も
と
持
っ
て
い
た
「
理
詰
め
」
マ
イ
ン

ド
が
見
事
に
マ
ッ
チ
し
た
。
図
面
は
根

拠
、
寸
分
の
狂
い
な
く
仕
上
げ
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
職
人
達
の
勘
と
技
に

理
論
と
根
拠
を
持
た
せ
た
。

近
年
は
、
職
人
が
手
作
業
で
仕
上
げ

た
製
品
の
デ
ー
タ
を
収
集
し
分
析
、
細

部
に
渡
り
技
を
再
現
す
る
こ
と
を
目
指

し
た
、
「
職
人
技
の
デ
ー
タ
化
」
に
挑

戦
し
て
い
る

。

広
く
海
外
で
愛
用
さ
れ
る

中
小
企
業
の
技
術
力
の
結
晶

工
場
内
を
歩
き
な
が
ら
金
崎
社
長
は
、

特
殊
な
形
の
は
さ
み
の
柄
の
鋳
造
品
を

手
に
取
り
、
「
こ
こ
も
長
い
付
き
合
い
、

ほ
と
ん
ど
趣
味
み
た
い
な
仕
事
」
と
照

れ
く
さ
そ
う
に
は
に
か
ん
だ
。

こ
の
は
さ
み
の
柄
の
製
造
を
同
社
に

発
注
し
て
い
る
の
は
、
奈
良
県
生
駒
市

の
八
栄
精
機
株
式
会
社
。
創
業
１
９
６

５
年
、
業
界
で
は
老
舗
の
理
髪
用
は
さ

み
専
門
の
製
造
業
者
で
あ
る
。
同
社
の

松
本
社
長
は｢

理
髪
用
は
さ
み
の
柄
は

手
に
馴
染
む
よ
う
細
く
て
曲
線
が
多
く
、

軽
さ
も
求
め
ら
れ
る
の
で
ダ
イ
カ
ス
ト

鋳
造
す
る
に
は
高
い
技
術
が
必
要
。
金

崎
社
長
は
、
た
と
え
注
文
が
安
く
と
も

技
術
的
な
オ
ー
ダ
ー
に
真
剣
に
向
き

合
っ
て
く
れ
る
。
今
ま
で
に
何
種
類
も

形
の
違
う
は
さ
み
の
柄
の
金
型
を
作
っ

て
く
れ
た
。｣

と
語
っ
た
。

共
栄
ダ
イ
カ
ス
ト
で
は
鋳
造
に
加
え

バ
リ
取
り
（※

２
）
メ
ッ
キ
塗
装
、
持

ち
手
の
穴
の
内
側
ま
で
研
磨
し
た
状
態

で
出
荷
す
る
。
試
作
・
金
型
・
鋳
造
・

加
工
の
一
貫
製
造
と
い
う
強
み
を
こ
こ

で
も
い
か
し
て
い
る
。

実
は
、
こ
の
は
さ
み
の
注
文
の
大
多

数
は
Ｅ
Ｕ
な
ど
の
海
外
か
ら
。
ヘ
ア
ス

タ
イ
ル
の
流
行
に
合
わ
せ
「
軽
く
て
鋭

い
切
れ
味
」
の
八
栄
精
機
の
は
さ
み
は

現
在
、
海
外
市
場
で
高
い
需
要
が
あ
る
。

ス
パ
ッ
と
、
毛
先
が
揃
っ
た
髪
型
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
を
想
像
し
て
ほ

し
い
。
こ
の
は
さ
み
の
切
れ
味
は
、
海

外
の
理
・
美
容
師
か
ら
根
強
い
人
気
を

誇
る
。
品
質
と
向
き
合
う
二
つ
の
町
の

工
場
か
ら
生
ま
れ
た
は
さ
み
は
毎
年
、

海
外
展
示
会
に
も
並
ぶ
定
番
製
品
と
な

り
、
今
も
新
た
な
顧
客
を
生
ん
で
い
る
。

社
員
が
生
き
生
き
と
働
く

町
の
工
場
（
こ
う
じ
ょ
う
）

取
材
中
、
工
場
内
の
あ
ち
こ
ち
で

「
こ
ん
に
ち
は
」
と
元
気
に
声
を
か
け

ら
れ
た
。
社
員
目
線
の
働
き
や
す
い
環

境
作
り
が
金
崎
社
長
の
方
針
。
事
実
、

離
職
率
は
低
い
。
外
国
人
の
社
員
の
た

め
に
言
葉
で
な
く
色
を
使
っ
て
製
品
の

仕
分
け
を
す
る
、
有
給
取
得
し
や
す
い

環
境
作
り
な
ど
、
働
き
や
す
さ
を
追
求

し
た
結
果
、
年
齢
、
性
別
、
国
籍
を
越

え
、
全
社
員
が
生
き
生
き
と
楽
し
ん
で

仕
事
を
し
て
い
る
。

共栄ダイカスト株式会社
・設立：1969年
・資本金：1,000万円
・従業員数：38名

・業種：ダイカスト製造業、金型
・所在地：大阪府東大阪市柏田西3丁目9番10号
・URL：https://kyoeidc.com/

日本の中小企業の技術力の結晶が
海を渡ってBARBER愛用の品となっている

共栄ダイカスト株式会社の
金崎社長

https://kyoeidc.com/


＃粉粒体機器のスペシャリスト、#こめこ君

粉
体
と
向
き
合
い
続
け
て
九
十
年

誰
も
が
知
る
お
菓
子
、
イ
ン
ス
タ
ン

ト
ラ
ー
メ
ン
、
カ
レ
ー
ル
ー
。
こ
れ
ら

の
食
品
に
欠
か
せ
な
い
「
粉
体
」
を
技

術
で
支
え
て
い
る
の
が
、
大
阪
府
八
尾

市
の
株
式
会
社
西
村
機
械
製
作
所
で
あ

る
。
昭
和
９
年
の
創
業
以
来
、
食
品
を

中
心
に
、
粉
粒
体
機
器
を
幅
広
く
展
開

し
て
き
た
。

特
徴
は
、
粉
体
機
器
の
製
作
販
売
の

み
な
ら
ず
、
設
計
か
ら
施
工
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
ま
で
一
貫
し
て
対
応
す
る
プ
ラ

ン
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い

る
点
に
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
食
品

メ
ー
カ
ー
の
細
か
な
要
望
に
応
え
る
こ

と
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

株式会社西村機械製作所
KIZASHI
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働
き
や
す
さ
の
追
求

近
年
で
は
、
企
業
の
発
展
に
欠
か
せ

な
い
人
材
育
成
や
、
働
き
方
改
革
に
も

力
を
入
れ
る
。
令
和
３
年
に
は
人
事
評

価
制
度
を
導
入
し
、
評
価
を
給
与
に
反

映
す
る
こ
と
で
、
社
員
の
や
る
気
を
引

き
出
す
。
ま
た
、
同
年
に
は
新
社
屋
が

建
設
さ
れ
、
新
た
に
設
け
ら
れ
た
社
員

交
流
の
ス
ペ
ー
ス
は
食
事
や
研
修
に
利

用
さ
れ
て
い
る
。
清
潔
な
社
屋
は
若
者

を
惹
き
付
け
、
人
材
確
保
に
も
寄
与
し

て
い
る
。

積
み
重
ね
た
技
術
力
を
活
か
し

新
事
業
「
米
粉
」
へ
挑
戦

「
社
会
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
を
社

員
が
実
感
し
、
彼
ら
の
働
き
が
い
が
向

上
し
た
」
と
社
長
が
語
る
事
業
分
野
の

一
つ
に
、
「
米
粉
」
が
あ
る
。

米
粉
は
、
小
麦
粉
の
価
格
高
騰
や
欧

米
を
中
心
と
し
た
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
の

広
ま
り
と
と
も
に
、
小
麦
粉
の
代
替
品

と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら

従
来
の
製
粉
プ
ロ
セ
ス
で
は
、
粒
子
サ

イ
ズ
と
で
ん
ぷ
ん
損
傷
率
が
大
き
い
た

め
に
、
小
麦
粉
か
ら
作
ら
れ
る
パ
ン
や

ケ
ー
キ
の
質
を
実
現
で
き
な
い
と
い
う

課
題
が
あ
っ
た
。

創
業
以
来
、
和
菓
子
や
米
菓
向
け
の

機
械
屋
が
米
粉
普
及
活
動
？

ー
老
舗
企
業
の
挑
戦
ー

株
式
会
社
西
村
機
械
製
作
所

代
表
取
締
役
社
長

西
村

元
樹

（右）現場で活躍する社員の様子
（左）新社屋の交流スペース



19

米
粉
製
粉
の
技
術
開
発
に
取
り
組
ん
で

き
た
同
社
は
、
約
20

年
ほ
ど
前
か
ら
、

小
麦
粉
の
代
替
用
の
米
粉
製
粉
機
（
湿

式
気
流
粉
砕
機
「
ス
ー
パ
ー
パ
ウ
ダ
ー

ミ
ル
」
）
の
開
発
に
着
手
し
た
。
米
に

水
分
を
含
ま
せ
る
こ
と
で
米
を
軟
化
さ

せ
た
あ
と
、
米
同
士
が
ぶ
つ
か
る
こ
と

で
米
が
粉
砕
さ
れ
る
「
湿
式
気
流
製

粉
」
は
、
で
ん
ぷ
ん
損
傷
が
少
な
く
、

き
め
細
か
い
米
粉
に
仕
上
が
る
の
が
特

徴
で
あ
る
。
こ
の
製
粉
技
術
の
確
立
に

よ
り
、
パ
ン
や
ケ
ー
キ
に
最
適
な
米
粉

の
製
粉
が
実
現
し
た
。
こ
の
功
績
に
よ

り
、
取
締
役
会
長
の
西
村
卓
郎
氏
は
令

和
元
年
秋
の
叙
勲
・
旭
日
双
光
章
を
受

章
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
粉
体
の
乾
燥
工
程
を
省
く

こ
と
に
よ
り
小
型
化
を
実
現
し
た

「
フ
ェ
ア
リ
ー
パ
ウ
ダ
ー
ミ
ル
」
も
開

発
。
工
場
と
比
べ
て
作
業
ス
ペ
ー
ス
が

狭
い
場
所
に
も
設
置
が
可
能
で
あ
り
、

自
家
製
粉
に
こ
だ
わ
る
街
角
の
パ
ン
屋

や
ケ
ー
キ
屋
、
道
の
駅
な
ど
、
多
数
の

納
入
実
績
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

米
粉
に
関
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(※

)

の
作
成
や
、
米
粉
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
を
考
案
す
る
な
ど
、
米
粉
普

及
の
た
め
に
多
く
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
が
、
「
ま
ず
は
米
粉
食
品
を
本

当
に
必
要
と
す
る
人
た
ち
の
た
め
に
、

業
界
の
裾
野
を
広
げ
て
い
き
た
い
」
と

社
長
は
語
る
。
具
体
的
に
は
、
機
械
を

作
り
売
る
と
い
う
面
だ
け
で
な
く
、
米

粉
で
食
品
を
作
る
人
や
店
を
徐
々
に
増

や
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
新

社
屋
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
は
米
粉
の
料
理

教
室
に
も
活
用
さ
れ
て
お
り
、
地
域
住

民
と
交
流
し
な
が
ら
、
米
粉
の
普
及
に

努
め
て
い
る
。

米
粉
業
界
を
牽
引
す
る
企
業
と
し
て
、

西
村
機
械
製
作
所
の
存
在
感
は
今
後

い
っ
そ
う
大
き
く
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

株式会社西村機械製作所
・設立：1964年
・資本金：4,000万円
・従業員数：56名

・業種：食品機械製造業
・所在地：大阪府八尾市松山町2-6-9
・URL：https://www.econmw.co.jp/

(※) https://www.rice-flour.jp/

フェアリーパウダーミル

白米の湿式気流製粉プロセス 湿式と乾式、気流粉砕機と衝撃粉砕機における
でんぷん損傷と粒度比較

代表取締役社長 西村元樹氏と“こめこ君”

米
粉
ブ
ー
ム
を
全
国
、
そ
し
て
世
界
へ

https://www.econmw.co.jp/
https://www.rice-flour.jp/
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創
業
１
０
０
年

多
方
面
で
重
宝
さ
れ
る

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
技
術

多
田
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
工
業
株
式
会
社

は
、
創
業
１
０
０
年
を
超
え
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
成
型
技
術
が
強
み
の
も
の
づ
く

り
企
業
だ
。
ゴ
ム
の
一
種
で
あ
る
エ
ボ

ナ
イ
ト
を
原
料
と
す
る
印
鑑
母
材
の
製

造
・
販
売
か
ら
始
ま
り
、
戦
後
、
全
国

に
先
駆
け
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
射
出
成

形
に
着
手
。
大
手
家
電
メ
ー
カ
ー
の
冷

蔵
庫
の
ド
ア
の
製
造
等
に
携
わ
り
、
４

０
年
以
上
縁
の
下
の
力
持
ち
と
し
て
家

電
業
界
を
支
え
て
き
た
。
現
在
は
さ
ら

に
販
路
を
拡
大
し
、
自
動
車
・
住
宅
設

備
・
医
療
機
器
な
ど
幅
広
い
業
界
で
同

社
の
技
術
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。

アイデアを技術で“カタチ”に
大きな器が未来を創りだす

多田プラスチック工業株式会社 取締役 前田 匡史

地
球
の
未
来
を
思
い
や
る

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
カ
ト
ラ
リ
ー

そ
ん
な
同
社
が
現
在
力
を
入
れ
て
い

る
事
業
の
一
つ
が
、
コ
ン
ビ
ニ
や
大
手

カ
フ
ェ
チ
ェ
ー
ン
で
導
入
さ
れ
て
い
る
、

生
分
解
性
（
＊
）
カ
ト
ラ
リ
ー
だ
。
素

材
と
な
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、

植
物
由
来
の
バ
イ
オ
ポ
リ
マ
ーG

re
e
n

 

P
la

n
e
t®

で
あ
る
。

こ
れ
は
株
式
会
社

カ
ネ
カ
が
開
発
し
た
素
材
で
あ
り
、
海

洋
保
全
の
観
点
で
現
在
、
注
目
を
集
め

て
い
る
。
海
中
な
ど
微
生
物
が
存
在
す

る
環
境
下
で
あ
れ
ば
分
解
が
進
み
、
海

(＊)生分解性

・・・物質が微生物などの生物の作用により分解する性質

１
０
０
％
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多田プラスチック工業株式会社
・設立：1919年
・資本金：6,300万円
・従業員数：191名

・業種：製造業
・所在地：大阪府藤井寺市津堂2丁目12番8号
・URL： https://www.tadapla.co.jp/

洋
汚
染
防
止
に
繋
が
る
。
こ
の
素
材
を

使
用
し
て
カ
ト
ラ
リ
ー
を
量
産
で
き
る

技
術
を
持
っ
た
メ
ー
カ
ー
を
カ
ネ
カ
社

が
探
す
中
、
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
の
が
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
射
出
成
形
歴
７
０
年
以

上
の
同
社
だ
。
長
年
培
っ
た
高
い
技
術

力
や
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
対
応
、
他
事
業
を

通
じ
て
確
立
し
た
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
が

カ
ネ
カ
社
の
目
に
と
ま
っ
た
。
カ
メ
ラ

と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
活
用
し
た
自
動

検
品
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
人
の
手
を

ほ
と
ん
ど
介
在
す
る
こ
と
な
く
製
造
か

ら
梱
包
ま
で
を
行
う
製
造
ラ
イ
ン
を
組

み
立
て
る
こ
と
で
、
カ
ト
ラ
リ
ー
の
量

産
を
実
現
さ
せ
た
。
同
社
の
高
い
技
術

力
と
対
応
力
は
、S

D
G

s

の
達
成
に
も

一
役
買
っ
て
い
る
。

Green Planet®を原料としたカトラリー

「こうやったら失敗するというデータが取れたら
失敗ではない」と前田氏らは語る

ア
イ
デ
ア
を
技
術
で
“
カ
タ
チ
”

に
す
る
組
織
風
土

顧
客
へ
の
高
い
対
応
力
を
強
み
と
す

る
同
社
が
、
重
視
し
て
い
る
価
値
観
は

「
顧
客
か
ら
の
要
望
に
対
し
て
ア
イ
デ

ア
を
技
術
で
“
カ
タ
チ
”
に
す
る
為
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
る
こ
と
だ
」
と
取

締
役
の
前
田
氏
ら
は
語
る
。

同
社
を
支
え
る
柱
の
一
つ
で
あ
る
マ

イ
ク
ロ
ポ
ン
プ
事
業
の
成
り
立
ち
を
辿

る
と
、
同
社
の
社
風
が
垣
間
見
ら
れ
る
。

当
時
給
湯
ポ
ッ
ト
の
部
品
製
造
と
組
立

を
請
け
負
っ
て
い
た
が
、
仕
様
が
手
動

か
ら
自
動
に
変
わ
っ
た
際
、
基
幹
部
品

で
あ
る
ポ
ン
プ
が
顧
客
に
支
給
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
悔
し
さ
を
覚
え
た
。
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
と
は
全
く
異
な
る
分

野
で
あ
っ
た
が
、
自
社
を
成
長
さ
せ
る

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
す
ぐ
に
ポ
ン
プ
の
開

発
を
始
め
、
結
果
、
採
用
に
ま
で
至
っ

た
。
失
敗
の
連
続
だ
っ
た
と
い
う
が
、

打
率
は
低
く
て
も
よ
い
、
失
敗
は
当
然

と
し
て
取
り
組
み
続
け
、
事
業
の
柱
に

な
る
ま
で
成
長
を
遂
げ
た
。

こ
の
許
容
度
の
大
き
い
組
織
風
土
は
、

社
内
か
ら
日
々
様
々
な
挑
戦
が
生
ま
れ

る
土
壌
に
な
っ
て
い
る
。
十
数
年
前
に

社
員
発
案
を
基
に
数
人
小
規
模
な
体
制

で
ス
タ
ー
ト
し
た
Ｄ
Ｘ
推
進
体
制
は
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
内
製
化
す
る
な
ど
高
度

化
す
る
ま
で
成
長
し
、
前
述
の
カ
ト
ラ

リ
ー
製
造
等
の
肝
で
あ
る
品
質
保
証
を

支
え
る
、
同
社
の
新
た
な
武
器
に
な
っ

て
い
る
。

磨
か
れ
た
新
た
な
武
器
で

挑
戦
を
続
け
る

同
社
は
売
上
の
多
く
を
占
め
て
い
た

顧
客
の
国
内
拠
点
撤
退
の
影
響
で
、
今

後
の
展
開
に
悩
ん
だ
時
期
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
高
い
技
術
力
は
も
ち
ろ
ん
、

失
敗
を
受
容
し
、
挑
戦
し
続
け
る
組
織

文
化
の
中
で
磨
か
れ
た
、
品
質
保
証
や

ス
ピ
ー
デ
ィ
な
対
応
力
が
今
や
同
社
の

大
き
な
強
み
と
な
り
、
新
た
な
顧
客
を

獲
得
す
る
受
け
皿
に
な
っ
て
い
る
。
今

後
は
「
ク
リ
ー
ン
」
「
精
密
」
を
武
器

に
、
よ
り
付
加
価
値
の
高
い
も
の
を
製

造
し
た
い
、
と
前
田
氏
。
「
ア
イ
デ
ア

を
技
術
で
カ
タ
チ
に
す
る
」
の
社
訓
の

も
と
、
同
社
は
挑
戦
を
続
け
る
。

https://www.tadapla.co.jp/


＃テレロボットを用いたコミュニケーション、＃リアルとバーチャルの架け橋、#人と人のつながり

ロ
ボ
ッ
ト
で
結
ぶ

人
と
人
と
の
つ
な
が
り

画
面
上
で
の
や
り
取
り
が
当
た
り
前

と
な
っ
た
現
在
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
あ
ら

ゆ
る
イ
ベ
ン
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
は
記

憶
に
新
し
い
。
そ
ん
な
オ
ン
ラ
イ
ン
上

で
の
人
と
人
の
や
り
取
り
の
中
に
、
ロ

ボ
ッ
ト
の
力
を
活
用
し
た
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
の
がiP

re
s
e
n

c
e

株
式
会
社
で
あ
る
。
同
社
の
理
念
は

"S
h

a
re

th
e

e
xp

e
rie

n
c
e
s
"

。
遠
く
離

れ
た
人
と
も
同
じ
空
間
や
経
験
を
共
有

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
コ
ロ

ナ
禍
で
一
般
化
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

や
り
取
り
の
中
で
も
「
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
」
を
特
に
重
要
視
し
て
い
る
。

iPresence株式会社
KIZASHI
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イメージ

離
れ
て
い
て
も
「
存
在
感
」
の

あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

２
０
１
４
年
頃
、
テ
レ
ビ
会
議
を
は

じ
め
と
し
た
遠
隔
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
シ
ス
テ
ム
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
頭
打
ち

で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
た
中
、
遠
隔

地
に
ロ
ボ
ッ
ト
経
由
で
「
存
在
」
が
で

き
る
と
い
う
テ
レ
プ
レ
ゼ
ン
ス
ア
バ

タ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
（
テ
レ
ロ
ボ
ッ
ト
）
の

概
念
に
出
会
っ
た
ク
リ
ス
・
ク
リ
ス
ト

フ
ァ
ー
ズ
社
長
。
当
初
、
ロ
ボ
ッ
ト
掃

除
機
が
一
般
家
庭
に
普
及
す
る
の
を
見

て
、
ロ
ボ
ッ
ト
分
野
へ
の
興
味
も
広
げ

て
い
た
中
で
遠
隔
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
シ
ス
テ
ム
と
ロ
ボ
ッ
ト
を
組
み
合
わ

せ
た
仕
組
み
に
可
能
性
を
見
出
し
た
。

広
大
な
土
地
と
い
う
特
有
の
問
題
に

よ
っ
て
、
遠
隔
技
術
の
需
要
が
高
か
っ

た
ア
メ
リ
カ
で
の
先
行
事
例
を
見
た
こ

と
が
、
本
格
参
入
を
決
意
し
、
日
本
で

の
普
及
を
目
指
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

現
在
は
、
「
テ
レ
ロ
ボ
ッ
ト
」
を
活

用
し
た
先
端
技
術
に
よ
っ
て
、
離
れ
て

い
て
も
存
在
感
の
あ
る
、
新
た
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
法
の
開
発
・
普

及
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
し
境
界
線
の

な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

テ
レ
ロ
ボ
ッ
ト
の
特
徴
は
、
可
動
式

の
ロ
ボ
ッ
ト
の
頭
の
部
分
に
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
が
付
い
て
い
る
点
。
使
用
者
は
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
、P

C

か
ら
ビ
デ
オ
会
議
に
参
加
し
つ
つ
、
相

手
側
に
い
る
ロ
ボ
ッ
ト
を
遠
隔
で
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
自
分
が
見
た

い
方
向
に
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
向
き
を
変

え
る
こ
と
や
、
自
分
が
行
き
た
い
方
向

へ
ロ
ボ
ッ
ト
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

ロ
ボ
ッ
ト
の
動
き
で
示
す
「
存
在
感
」

iP
re

s
e

n
c
e

株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

ク
リ
ス
・
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
ズ

クリス・クリストファーズ社長 (左から4番目) 

クリス・クリストファーズ社長と
自走式テレロボットtemiV3



23

リ
ア
ル
な
参
加
者
が
い
る
セ
ミ
ナ
ー

や
会
議
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
し
た
場

合
、
「
置
き
去
り
感
」
が
生
じ
た
り
、

発
言
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
失
っ
た
り
と
、

自
身
の
存
在
感
を
示
す
こ
と
は
難
し
い
。

テ
レ
ロ
ボ
ッ
ト
を
ア
バ
タ
ー
と
し
て

活
用
し
動
き
や
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
示
す

こ
と
で
、
現
地
に
い
る
参
加
者
と
共
に

臨
場
感
の
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
セ
ミ
ナ
ー
終

了
後
の
交
流
会
で
も
、
テ
レ
ロ
ボ
ッ
ト

を
操
作
し
リ
ア
ル
参
加
者
と
の
名
刺
交

換
な
ど
、
よ
り
双
方
向
の
交
流
も
可
能

に
な
る
。

こ
う
し
た
方
法
は
教
育
現
場
で
も
活

用
さ
れ
て
い
る
。
病
気
や
け
が
な
ど
で

学
校
に
通
う
こ
と
の
で
き
な
い
生
徒
た

ち
が
、
授
業
中
教
室
に
置
か
れ
た
ロ

ボ
ッ
ト
を
操
作
す
る
こ
と
で
黒
板
の
端

か
ら
端
ま
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は

も
ち
ろ
ん
、
体
育
の
時
間
に
な
れ
ば
友

人
が
ロ
ボ
ッ
ト
を
運
動
場
に
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
る
。
休
み
時
間
中
に
周
り

の
友
人
と
の
“
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
”

と
し
た
時
間
を
共
有
す
る
こ
と
も
可
能

だ
。「

学
校
教
育
」
と
い
う
生
徒
自
身
の

将
来
や
人
間
形
成
に
関
わ
る
大
切
な
場

面
で
、
学
習
の
機
会
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
生
徒
が
復
帰
し
た
後
に
ス
ム
ー

ズ
に
学
校
生
活
に
戻
る
こ
と
に
も
貢
献

し
て
い
る
。

テ
レ
ロ
ボ
ッ
ト
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
選
択
肢
の
ひ
と
つ
に

コ
ロ
ナ
禍
で
多
く
の
人
が
オ
ン
ラ
イ

ン
を
経
験
し
た
こ
と
も
追
い
風
に
な
り
、

今
後
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
リ
ア
ル
と
オ

ン
ラ
イ
ン
の
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
」
が
進

ん
で
い
く
と
考
え
る
社
長
の
ク
リ
ス
氏
。

今
後
は
両
者
の
架
け
橋
と
な
る
「
現
場

に
行
け
る
」
テ
レ
ロ
ボ
ッ
ト
の
需
要
が

高
ま
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

離
れ
た
場
所
を
つ
な
ぐ
こ
と
だ
け
で

は
な
く
、
互
い
に
「
目
線
」
が
交
わ
り

合
う
こ
と
で
同
じ
空
間
や
経
験
を
共
有

で
き
る
こ
と
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
高
機
能
化
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

「
テ
レ
ロ
ボ
ッ
ト
の
普
及
を
通
じ
、

選
択
で
き
る
こ
と
が
当
た
り
前
の
社
会

を
実
現
し
た
い
。
テ
レ
ロ
ボ
ッ
ト
が
当

た
り
前
の
存
在
に
な
れ
ば
、
離
れ
た
場

所
か
ら
仕
事
や
学
習
を
行
う
際
は
も
ち

ろ
ん
、
医
療
や
介
護
と
い
っ
た
分
野
に

で
も
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
失
わ
ず
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
継
続
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
ク
リ
ス
氏
は
語
る
。

ガ
ン
ダ
ム
や
ド
ラ
え
も
ん
な
ど
、
ロ

ボ
ッ
ト
は
人
を
助
け
て
く
れ
る
存
在
だ

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
い
る
日

本
。
人
と
人
と
を
つ
な
ぐ
、
新
た
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
助
け
る
存
在
と

し
て
テ
レ
ロ
ボ
ッ
ト
を
普
及
さ
せ
る
べ

く
同
社
は
取
組
を
続
け
て
い
く
。

iPresence株式会社
・設立：2014年
・資本金：1,000万円
・従業員数：20名

・業種：テレプレゼンスアバターロボットと関連システムの開発・販売
・所在地：兵庫県神戸市東灘区向洋町6-9神戸ファッションマート
・URL： https://ipresence.jp/

大阪府立登美丘高等学校の授業中の様子
卓上型テレロボットkubiを使用

テレロボット操作者が
発表者のプレゼンを聞き
質疑を行っている光景

https://ipresence.jp/


世
界
に
先
ん
じ
て
中
長
距
離
市
場

の
シ
ェ
ア
獲
得
を
目
指
す

現
在
、
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
を
開
発
す
る

企
業
の
多
く
は
、
動
力
の
主
流
が
バ
ッ

テ
リ
で
あ
り
、
短
距
離
の
飛
行
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
大
学
と

の
協
同
で
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
一
般
旅

客
を
対
象
と
し
た
市
場
調
査
を
実
施
し

た
結
果
、
４
８
０
～
１
１
２
０
㎞
の
中

長
距
離
の
移
動
に
需
要
が
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
。
そ
こ
で
、
空
飛
ぶ
ク
ル
マ

を
開
発
す
る
世
界
の
企
業
と
戦
っ
て
い

く
た
め
に
、
エ
ン
ジ
ン
を
動
力
と
し
、

航
続
距
離
１
４
０
０
㎞
、
巡
航
速
度
６

５
０
㎞

／

の
高
速
か
つ
長
距
離
の

移
動
を
目
指
す
。

＃空飛ぶクルマ、＃中長距離・高速移動、#エンジン式機体

スカイリンクテクノロジーズ株式会社
KIZASHI
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テクノロジーで空と地上をつなげる

スカイリンクテクノロジーズ株式会社
ＣＥＯ 森本 高広

き
っ
か
け
は
東
日
本
大
震
災

２
０
１
９
年
に
設
立
さ
れ
た
ス
カ
イ

リ
ン
ク
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
株
式
会
社
は

空
飛
ぶ
ク
ル
マ
の
開
発
を
進
め
る
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
だ
。
同
社
の
森
本

社
長
は
東
日
本
大
震
災
の
映
像
を
見
た

と
き
、
日
頃
か
ら
災
害
に
備
え
た
準
備

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
、
自

分
が
培
っ
て
き
た
技
術
を
活
か
し
て
開

発
す
る
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
は
有
事
の
際
に

も
役
立
つ
と
考
え
た
。
空
飛
ぶ
ク
ル
マ

で
あ
れ
ば
、
日
常
使
い
も
可
能
で
、
大

規
模
災
害
時
に
も
傷
病
者
の
搬
送
、
被

災
地
域
外
か
ら
の
物
資
の
搬
送
な
ど
の

支
援
に
貢
献
で
き
る
と
考
え
、
空
飛
ぶ

ク
ル
マ
の
開
発
を
ス
タ
ー
ト
す
る
。

「
あ
っ
た
ら
い
い
な
」
を
実
現
す

る
も
の
づ
く
り
集
団

森
本
社
長
の
思
い
に
賛
同
し
、
空
飛

ぶ
ク
ル
マ
の
開
発
と
い
う
大
き
な
目
標

を
実
現
す
る
た
め
に
、
多
種
多
様
な
分

野
か
ら
多
彩
な
経
歴
を
も
っ
た
人
材
が

同
社
に
は
集
ま
っ
て
い
る
。

「A
n

ytim
e
 A

n
yw

h
e
re

 F
a
s
te

s
t

」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に

空
飛
ぶ
ク
ル
マ
を

開
発
す
る
世
界
の
企
業
と
の
競
争
に
勝

つ
た
め
に
、
社
内
の
メ
ン
バ
ー
が
機
体

開
発
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
等
と
い
っ

た
お
互
い
の
得
意
分
野
を
生
か
し
て
知

恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
空
飛
ぶ
ク
ル

マ
の
開
発
を
進
め
て
い
る
。

h
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スカイリンクテクノロジーズ株式会社
・設立：2019年
・資本金：1,300万円
・従業員数：5名

・業種：航空機製造業
・所在地：兵庫県神戸市西区平野町印路995-1
・URL：https://www.skylink-tech.co.jp/

搭乗時のイメージ図

水平飛行から垂直飛行への遷移イメージ

東京→本州全域を１時間
東京→北海道・九州を1.5時間で移動可能

機
体
の
特
殊
性
と
課
題
解
決
に
向

け
た
チ
ャ
レ
ン
ジ

機
体
の
特
徴
は
３
つ
あ
る
。
１
つ
目

は
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
と
熊
本
大
学
と
同
社
の

３
社
で
共
同
開
発
を
進
め
て
い
る
プ
ロ

ペ
ラ
だ
。
開
発
中
の
プ
ロ
ペ
ラ
は
離
陸

時
（
低
速
）
か
ら
移
動
時
（
高
速
）
ま

で
の
幅
広
い
速
度
域
で
高
い
効
率
を
発

揮
す
る
。
２
０
２
５
年
ま
で
に
試
作
品

の
開
発
を
目
指
し
て
お
り
、
完
成
す
れ

ば
他
の
企
業
で
は
真
似
で
き
な
い
革
新

的
な
技
術
と
な
る
。

２
つ
目
は
、
自
立
運
行
シ
ス
テ
ム
だ
。

こ
の
技
術
は
山
間
部
な
ど
を
飛
行
す
る

際
に
生
じ
る
通
信
障
害
・
通
信
速
度
等

に
起
因
す
る
様
々
な
リ
ス
ク
を
事
前
に

把
握
し
た
う
え
で
、
飛
行
ル
ー
ト
を
決

定
す
る
も
の
だ
。
搭
乗
者
に
よ
り
目
的

地
が
セ
ッ
ト
さ
れ
る
と
、
自
動
的
に
飛

行
ル
ー
ト
の
設
定
が
行
わ
れ
る
。
将
来

的
に
は
こ
の
技
術
を
活
か
し
て
、
空
飛

ぶ
ク
ル
マ
の
自
動
運
転
を
目
指
し
て
い

る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
生
活
・
ビ
ジ
ネ
ス
・

観
光
と
っ
た
様
々
な
面
で
移
動
時
間
の

短
縮
が
で
き
る
。
（
左
図
）

森
本
社
長
は
２
０
２
５
大
阪
・
関
西

万
博
が
大
き
な
転
換
点
だ
と
考
え
て
い

る
。
「
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
が
日
常
使
い
さ

れ
る
た
め
に
は
２
０
２
５
大
阪
・
関
西

万
博
が
重
要
な
転
換
点
で
あ
る
。
空
飛

ぶ
ク
ル
マ
の
未
来
を
世
界
に
見
せ
る
こ

と
で
、
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
の
実
装
イ
メ
ー

ジ
を
世
界
に
発
信
し
て
い
き
、
万
博
後

の
機
運
上
昇
に
繋
げ
て
い
き
た
い
」
と

語
る
。

独
自
の
技
術
で
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
の
開

発
を
牽
引
し
、
自
社
の
み
な
ら
ず
、
日

本
の
航
空
機
産
業
全
体
の
発
展
を
目
指

す
同
社
の
未
来
に
期
待
し
た
い
。

３
つ
目
は
、
姿
勢
制
御
技
術
だ
。
同

社
の
機
体
で
は
、
水
平
飛
行
か
ら
垂
直

飛
行
へ
遷
移
す
る
際
の
プ
ロ
ペ
ラ
の
角

度
が
随
時
変
化
す
る
こ
と
で
、
機
体
が

大
き
く
揺
れ
る
と
い
う
課
題
が
生
じ
る
。

本
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
経
済
産
業

省
の
成
長
型
中
小
企
業
等
研
究
開
発
支

援
事
業
を
活
用
し
、
大
学
等
の
協
力
機

関
と
研
究
を
進
め
て
い
る
。
現
在
は
、

小
型
実
証
機
で
の
研
究
段
階
で
、
将
来

的
に
は
、
遷
移
時
の
機
体
の
揺
れ
は
な

く
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

空
飛
ぶ
ク
ル
マ
の
実
装
に
向
け
て

長
距
離
・
高
速
飛
行
が
で
き
る
同
社

の
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
で
は
、
東
京
か
ら
本

州
全
域
を
１
時
間
で
移
動
す
る
こ
と
が

で
き
、
日
本
中
ど
こ
に
い
て
も
ス
ト
レ

ス
の
な
い
移
動
が
可
能
と
な
る
。

https://www.skylink-tech.co.jp/


＃道路関連のオンリーワン製品、＃インバータ換気動力盤、#レーザーセンサ

株式会社創発システム研究所
KIZASHI

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
技
術
で

世
界
の
道
路
交
通
に
革
新
を

株
式
会
社
創
発
シ
ス
テ
ム
研
究
所

代
表
取
締
役

中
堀

一
郎

※ジェットファンを可変速運転させることができ、稼働の効率を高める制御手法。

道
路
関
連
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
製
品

で
国
際
貢
献

株
式
会
社
創
発
シ
ス
テ
ム
研
究
所
は
、

道
路
関
連
技
術
で
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
ビ
ジ

ネ
ス
を
展
開
し
、
世
界
に
貢
献
す
る
企

業
だ
。
道
路
ト
ン
ネ
ル
の
換
気
を
行
う
、

ジ
ェ
ッ
ト
フ
ァ
ン
の
イ
ン
バ
ー
タ(※

)

制
御
シ
ス
テ
ム
を
世
界
で
初
め
て
実
用

化
し
、
国
内
外
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
。
そ
ん
な
同
社
は
近
年
、
高
速
道

路
の
レ
ー
ザ
式
車
両
検
知
器
の
展
開
を

進
め
て
い
る
。

ニ
ッ
チ
な
分
野
で
世
界
の
ト
ッ
プ
を

目
指
す
た
め
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
製
品
に

こ
だ
わ
り
、
常
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

起
こ
し
続
け
る
中
堀
社
長
に
、
挑
戦
に

か
け
る
思
い
を
伺
っ
た
。

若
手
・
中
堅
社
員
の
柔
軟
な
ア
イ

デ
ア
で
製
品
開
発

新
製
品
開
発
に
向
け
た
同
社
の
特
徴

的
な
取
組
の
一
つ
が
、
若
手
・
中
堅
社

員
５
、
６
人
で
構
成
す
る
チ
ー
ム
に
よ

る
研
究
・
開
発
活
動
だ
。
社
員
は
就
業

時
間
の
２
０
％
を
、
こ
の
チ
ー
ム
で
の

会
議
や
開
発
・
実
験
に
費
や
す
の
だ
が
、

こ
れ
ら
の
場
で
は
部
長
ク
ラ
ス
は
発
言

を
控
え
、
若
手
の
自
由
な
発
想
に
任
せ

て
い
る
と
い
う
。
当
初
、
テ
ー
マ
案
は

す
べ
て
社
長
が
提
示
し
て
い
た
が
、
近

年
で
は
「
こ
れ
を
や
っ
て
み
た
い
」
と

社
員
か
ら
も
ア
イ
デ
ア
が
出
て
く
る

インバータ換気動力盤内部

よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
イ
ン
バ
ー
タ
の
新
モ
デ
ル
の

開
発
を
進
め
た
新
入
社
員
が
後
に
営
業

に
も
携
わ
る
よ
う
に
な
り
、
新
規
の
大

型
受
注
に
繋
げ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド

か
ら
も
覗
え
る
よ
う
に
、
中
堀
氏
は
社

員
の
ア
イ
デ
ア
や
情
熱
を
尊
重
し
、
成

功
失
敗
に
関
わ
ら
ず
、
ま
ず
は
や
っ
て

み
る
こ
と
で
得
る
も
の
が
あ
る
と
確
信

す
る
。

業
界
ニ
ー
ズ
に
新
手
法
で
対
応

道
路
関
連
技
術
に
強
み
を
持
つ
同
社

が
、
高
速
道
路
業
界
か
ら
の
相
談
を
受

け
て
製
品
化
に
こ
ぎ
つ
け
た
の
が
、
高

速
道
路
の
レ
ー
ザ
式
車
両
検
知
器
だ
。

従
来
高
速
道
路
の
車
両
検
知
器
は
路
面

に
電
線
を
埋
め
込
む
ル
ー
プ
コ
イ
ル
式

が
主
流
で
あ
っ
た
。
精
度
は
十
分
だ
が
、

路
面
を
車
が
走
る
こ
と
で
劣
化
が
早
ま

り
、
道
路
を
掘
り
起
こ
す
た
め
取
り
替

え
工
事
時
に
車
線
規
制
の
必
要
が
あ
る

こ
と
が
難
点
だ
っ
た
。
代
替
と
し
て
カ

メ
ラ
や
超
音
波
を
用
い
た
車
両
検
知
器

26



27

株式会社創発システム研究所
・設立：2000年
・資本金：4,000万円
・従業員数：20名

・業種：道路分野の換気制御システム及び交通計測システムの設計・開発業務
・所在地：兵庫県神戸市中央区浪花町64番地三宮電電ビル3階A-2
・URL：https://sohatsu.com/

世
界
市
場
へ
の
果
敢
な
挑
戦

独
自
技
術
を
活
か
し
て
時
流
を
見
極

め
た
製
品
開
発
を
続
け
る
同
社
だ
が
、

日
本
の
道
路
は
建
設
か
ら
維
持
・
管
理

の
時
代
を
迎
え
、
今
後
市
場
の
減
少
が

予
想
さ
れ
る
中
、
国
内
の
み
に
目
を
向

け
て
い
て
は
い
け
な
い
と
危
機
感
を
感

じ
て
い
る
。
そ
こ
で
同
社
は
海
外
で
新

た
な
市
場
を
獲
得
す
べ
く
、
調
査
を
進

め
て
き
た
。
従
前
も
道
路
ト
ン
ネ
ル
関

連
技
術
を
ネ
パ
ー
ル
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ

展
開
す
る
等
、
海
外
展
開
を
行
っ
て
き

た
同
社
が
近
年
注
目
す
る
国
の
ひ
と
つ

が
、
ベ
ト
ナ
ム
だ
。

バ
イ
ク
利
用
者
の
多
い
同
国
で
は
ト

ン
ネ
ル
内
で
排
ガ
ス
が
充
満
し
、
バ
イ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
健
康
被
害
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
。
ト
ン
ネ
ル
内
の
一
酸
化
炭

素
（
Ｃ
Ｏ
）
濃
度
が
高
い
た
め
換
気
制

御
を
バ
イ
ク
交
通
量
と
連
動
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
が
、
ト
ン
ネ
ル
内
の
カ
メ
ラ

で
は
バ
イ
ク
交
通
量
を
計
測
で
き
な
い
。

そ
こ
で
、
同
社
は
同
国
政
府
の
協
力
を

得
て
、
レ
ー
ザ
式
車
両
検
知
器
の
点
群

デ
ー
タ
に
よ
る
世
界
初
の
バ
イ
ク
の
交

通
量
検
知
を
成
功
さ
せ
た
。
現
在
、
こ

の
車
両
検
知
器
を
取
り
入
れ
た
換
気
制

御
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
進
め
て
い
る
。

同
社
は
さ
ら
に
、
人
材
の
面
で
も
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
目
線
を
欠
か
さ
な
い
。

外
国
人
材
は
自
国
の
発
展
に
寄
与
し
た

い
と
の
思
い
か
ら
仕
事
に
対
す
る
熱
意

が
殊
更
強
く
、
会
社
を
盛
り
上
げ
る
存

在
だ
と
い
う
。
ま
た
、
社
内
で
の
英
語

教
育
等
に
も
力
を
入
れ
、
世
界
の
市
場

で
活
躍
す
る
た
め
の
土
台
づ
く
り
を
進

め
て
い
る
。

「
小
さ
い
市
場
で
も
最
高
の
技
術
が

必
要
」
と
話
す
中
堀
氏
は
、
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
の
技
術
を
磨
き
続
け
て
き
た
こ
と

で
、
「
創
発
シ
ス
テ
ム
研
究
所
な
ら
ば

解
決
し
て
く
れ
る
は
ず
」
と
国
内
外
か

ら
声
が
掛
か
る
強
み
も
実
感
し
て
い
る
。

社
員
の
熱
意
と
ア
イ
デ
ア
を
力
に
、
そ

の
チ
ャ
ン
ス
を
確
実
に
掴
み
、
今
後
も

さ
ら
な
る
事
業
拡
大
へ
繋
げ
て
い
く
同

社
の
挑
戦
に
、
目
が
離
せ
な
い
。

も
検
討
さ
れ
た
が
、
天
候
や
昼
夜
に
左

右
さ
れ
精
度
が
十
分
で
は
な
い
。
そ
こ

で
同
社
が
開
発
し
た
の
が
、
側
道
に
取

り
付
け
る
レ
ー
ザ
式
車
両
検
知
器
で
あ

る
。
天
候
に
よ
ら
ず
ル
ー
プ
コ
イ
ル
式

と
同
等
の
精
度
を
実
現
し
、
さ
ら
に

ル
ー
プ
コ
イ
ル
式
よ
り
安
価
で
耐
久
性

が
高
く
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
コ
ス
ト
も
低

い
点
が
特
徴
だ
。
こ
う
し
た
利
点
が
評

価
さ
れ
、
２
０
２
３
年
時
点
全
国
で
約

２
０
０
台
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

レーザー式車両検知器（交通量計）

点群処理イメージ（2022/11/30～12/3実施 サイゴン川トンネル計測データより）

https://sohatsu.com/
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木
を
伐
ら
な
い
新
し
い
林
業

株
式
会
社
中
川
は
「
和
歌
山
県
の
植

栽
放
棄
地
を
ゼ
ロ
に
す
る
」
こ
と
を
目

標
に
、
伐
採
し
た
山
へ
の
植
栽
に
特
化

し
た
新
た
な
林
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

主
な
顧
客
で
あ
る
山
林
所
有
者
が
災

害
や
獣
害
と
い
っ
た
課
題
を
抱
え
る
中
、

同
社
は
獣
類
の
餌
と
な
る
ど
ん
ぐ
り
を

拾
い
、
苗
木
を
育
て
、
広
葉
樹
を
植
え

る
育
林
事
業
を
通
し
て
、
自
然
と
の
共

生
を
目
指
し
て
い
る
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
将
来
、
地
元

に
帰
っ
て
き
て
ほ
し
い
と
い
う
子
育
て

世
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
小
・

中
学
校
向
け
の
育
林
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
い
っ
た
教
育
事
業
も
展
開
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
育
林
事
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
か
し
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど

様
々
な
領
域
で
事
業
を
進
め
て
い
る
。

木と人を育て、日本の未来をつくる

株式会社中川 創業者兼従業員 中川 雅也

と
こ
と
ん
や
る
働
き
方
改
革

創
業
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
子

ど
も
と
の
時
間
が
と
れ
な
か
っ
た
こ
と
。

そ
こ
で
、
従
業
員
が
家
族
と
一
緒
に
過

ご
す
時
間
を
確
保
で
き
る
会
社
を
地
元

和
歌
山
で
創
業
し
た
。
「
育
林
は
育

人
」
を
社
訓
と
し
、
従
業
員
の
育
成
の

た
め
に
独
自
の
改
革
を
行
っ
て
い
る
。

ハ
ー
ド
面
で
は
、
労
働
負
担
を
軽
減

す
べ
く
重
量
２
５
キ
ロ
ま
で
運
搬
可
能

な
ド
ロ
ー
ン
を
自
社
開
発
し
、
女
性
や
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株式会社中川
・設立：2016年
・資本金：900万円
・従業員数：27名（正社員のみ）

・業種：林業
・所在地：和歌山県田辺市文里2丁目32-7
・URL：https://www.nakagawa-forestry.com/

広
が
る
株
式
会
社
中
川
の
卒
業
生
（
９
県
７
社
）

初
心
者
と
い
っ
た
こ
れ
ま
で
林
業
に
携

わ
れ
な
か
っ
た
層
に
ま
で
雇
用
を
広
げ

て
い
る
。
ま
た
災
害
時
の
救
援
物
資
運

搬
の
用
途
等
で
も
活
用
し
て
い
る
が
、

実
は
同
社
で
特
許
は
取
っ
て
い
な
い
。

同
業
種
、
他
業
種
問
わ
ず
自
由
に
同
社

の
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、

そ
の
存
在
の
認
知
か
ら
同
社
が
取
り
組

む
林
業
の
考
え
方
、
そ
し
て
林
業
の
市

場
の
拡
大
を
期
待
し
て
い
る
か
ら
だ
。

ソ
フ
ト
面
で
は
、
中
川
氏
が
創
業
者

兼
従
業
員
と
い
う
珍
し
い
役
職
に
い
る

こ
と
で
、
上
司
・
部
下
双
方
の
意
見
を

汲
み
取
り
や
す
く
し
て
い
る
。
ま
た
、

正
社
員
の
在
籍
数
を
３
０
名
ま
で
と
制

限
し
、
学
校
の
ク
ラ
ス
担
任
の
よ
う
に

適
度
に
従
業
員
と
関
わ
る
こ
と
が
で
き

る
仕
組
み
に
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
１

日
６
時
間
の
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度

や
副
業
制
度
な
ど
、
社
員
の
働
き
や
す

さ
を
追
求
し
た
施
策
は
広
範
に
わ
た
る
。

さ
ら
に
、
主
体
的
に
育
林
に
関
わ
る

人
を
増
や
す
た
め
、
副
業
か
ら
の
起
業

を
支
援
す
る
制
度
を
整
え
て
お
り
、
同

社
の
決
算
書
を
教
材
と
し
た
経
営
者
教

育
も
行
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
環
境

で
育
っ
た
従
業
員
が
全
国
各
地
で
の
れ

ん
分
け
を
す
る
よ
う
に
起
業
し
て
お
り
、

同
社
の
在
籍
数
制
限
と
い
う
仕
組
み
が
、

全
国
で
新
た
な
育
林
業
関
係
者
を
生
み

出
す
機
能
を
果
た
し
て
い
る
と
言
え
る
。

加
え
て
、
起
業
時
に
は
支
援
者
を
紹

介
し
た
り
、
軌
道
に
乗
る
ま
で
給
料
を

支
給
す
る
な
ど
、
会
社
を
離
れ
て
も
支

え
ら
れ
る
環
境
が
あ
る
よ
う
だ
。

次
世
代
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
を
育
て
、

全
国
に
新
し
い
林
業
を

現
在
、
株
式
会
社
中
川
の
精
神
を
受

け
継
い
で
起
業
し
た
会
社
は
上
図
の
９

県
７
社
に
広
が
っ
て
い
る
。
国
土
の
３

分
の
２
が
森
林
で
あ
る
日
本
に
お
い
て
、

育
林
業
は
地
域
の
雇
用
を
創
出
し
、
自

然
と
の
共
生
に
つ
な
が
る
。
ゆ
く
ゆ
く

は
４
７
都
道
府
県
へ
進
出
予
定
だ
と
い

う
。
そ
う
し
た
中
川
氏
の
活
動
に
共
感

す
る
人
々
は
増
え
て
お
り
、
大
手
企
業

の
ス
ポ
ン
サ
ー
も
付
き
、
企
業
研
修
先

と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
今
起
業
家
と
し
て
活
躍
で

き
る
の
も
家
族
の
支
え
の
賜
。
恩
返
し

の
た
め
に
も
、
中
川
氏
は
将
来
同
社
を

卒
業
し
、
家
族
と
と
も
に
各
地
を
移
住

し
な
が
ら
弟
子
の
企
業
で
働
く
、
新
た

な
林
業
の
ノ
マ
ド
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
の

生
き
方
を
目
指
し
た
い
そ
う
だ
。

同
社
の
採
用
基
準
は
、
「
何
の
た
め

に
稼
ぎ
た
い
か
？
」
ま
た
、
昇
進
基
準

は
「
自
分
が
い
ま
満
た
さ
れ
て
い
る

か
？
」
を
は
じ
め
と
し
た
問
い
に
適
切

に
答
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
。
根
底
に
は

自
分
が
幸
せ
で
な
け
れ
ば
、
他
人
を
幸

せ
に
で
き
な
い
と
い
う
中
川
氏
の
熱
い

想
い
が
感
じ
ら
れ
た
。
当
た
り
前
に
聞

こ
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
育
林
を
通

じ
て
、
そ
の
想
い
を
受
け
継
ぎ
、
全
国

で
体
現
し
て
い
る
次
世
代
の
プ
レ
イ

ヤ
ー
に
同
社
の
強
み
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

https://www.nakagawa-forestry.com/


＃伝統産業、＃デジタルとアナログの融合、#桐の木を有名に

伝
統
産
業
の
未
来
の
た
め
に

優
れ
た
調
湿
性
と
防
火
性
か
ら
、
衣

装
や
財
産
の
保
管
に
江
戸
時
代
末
期
よ

り
使
わ
れ
た
紀
州
桐
箪
笥
。
こ
の
伝
統

家
具
は
住
環
境
や
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変

化
で
活
躍
の
場
が
減
少
し
て
い
る
。
ま

た
、
伝
統
産
業
は
後
継
者
不
足
に
よ
る

事
業
・
技
術
承
継
の
課
題
も
あ
る
。
そ

の
中
で
柔
軟
な
視
点
と
発
想
で
伝
統
産

業
の
未
来
に
挑
戦
す
る
の
が
一
八
九
一

年
創
業
、
有
限
会
社

家
具
の
あ
づ
ま

５
代
目
社
長
の
東
福
太
郎
氏
で
あ
る
。

桐
家
具
の
製
造
に
お
い
て
、
木
材
の
目

利
き
か
ら
、
木
取
り
、
漆
芸
、
曲
木
と

い
っ
た
全
工
程
を
自
分
た
ち
で
行
う
の

が
同
社
の
こ
だ
わ
り
で
あ
る
。
「
先
人

が
築
い
た
伝
統
産
業
の
歴
史
を
つ
な
ぐ

こ
と
が
使
命
。
」
と
語
る
東
氏
は
、
１

２
５
年
も
の
間
、
受
け
継
が
れ
た
技
術

と
志
の
伝
統
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
た
め
、

日
々
挑
戦
を
続
け
て
い
る
。

有限会社家具のあづま
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伝
統
産
業
の
未
来

～
技
術
の
応
用
と
承
継
～

有
限
会
社

家
具
の
あ
づ
ま

代
表
取
締
役
社
長

東

福
太
郎

ビア杯『鳳凰』

木取りを行う東氏

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
用
品
で

桐
を
身
近
に

伝
統
産
業
の
歴
史
を
つ
な
ぐ
た
め
、

東
氏
は
桐
の
知
名
度
向
上
に
目
を
つ
け
、

生
活
雑
貨
を
桐
で
展
開
す
る
新
規
事
業

を
始
め
た
。
そ
れ
が
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

ブ
ラ
ン
ド
『M

E
 M

A
M

O
R

U

』
だ
。

代
表
的
な
商
品
に
、L

E
X

U
S

 
N

E
W

T
A

K
U

M
I

P
R

O
J
E

C
T

２
０
１
７
で

小
山
薫
堂
氏
選
出
の
匠
に
選
ば
れ
た
桐

の
ビ
ア
杯
『
鳳
凰
』
が
あ
る
。
ま
た
、

洗
練
さ
れ
た
技
術
で
薄
さ
一
ミ
リ
に
統

一
さ
れ
た
桐
の
ロ
ッ
ク
グ
ラ
ス
は
、
何

度
転
ん
で
も
起
き
上
が
る
起
き
上
が
り

こ
ぼ
し
に
な
っ
て
お
り
、
「
厳
し
い
桐

箪
笥
業
界
で
も
諦
め
ず
立
ち
上
が

る
。
」
と
い
う
東
氏
の
決
意
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
決
意
ど
お
り
ビ
ア
杯

や
ロ
ッ
ク
グ
ラ
ス
の
発
売
を
機
に
メ

デ
ィ
ア
露
出
が
増
え
、
桐
の
知
名
度
向

上
、
そ
し
て
桐
業
界
の
発
展
に
寄
与
し

て
い
る
。
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現
代
の
価
値
観
に
寄
り
添
っ
た

新
た
な
桐
箪
笥
『S

A
M

A

』

『M
E

 M
A

M
O

R
U

』
を
展
開
す
る

こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
東
氏
は
桐
を
現
代

人
に
身
近
な
も
の
に
し
よ
う
と
奔
走
し

て
き
た
。L

E
X

U
S

 
N

E
W

T
A

K
U

M
I

P
R

O
J
E

C
T

２
０
１
７
を
き
っ
か
け
に

メ
デ
ィ
ア
に
も
多
数
取
り
上
げ
ら
れ
、

桐
の
知
名
度
が
向
上
し
て
き
た
今
、
さ

ら
な
る
挑
戦
と
し
て
製
作
し
て
い
る
の

が
桐
箪
笥
ブ
ラ
ン
ド
『S

A
M

A

』
だ
。

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
自
分
好
み
の
桐
箪
笥

を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
購
入
で
き

る
こ
の
商
品
は
、
伝
統
的
な
桐
箪
笥
と

は
一
線
を
画
す
現
代
に
即
し
た
桐
箪
笥

に
仕
上
が
る
。
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
多

様
化
さ
れ
た
現
代
で
は
人
々
の
価
値
観

も
多
様
化
さ
れ
て
い
る
。

『S
A

M
A

』
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

を
生
き
様
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
多
様

な
生
き
様
に
寄
り
添
う
収
納
家
具
が
必

要
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
生
ま
れ
て

お
り
、
ま
さ
に
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
て
進
化
し
た
東
氏
の
集
大
成
と
も
い

え
る
作
品
で
あ
る
。
東
氏
は
「
今
ま
で

と
同
じ
方
法
で
先
代
を
超
え
る
な
ん
て

お
こ
が
ま
し
い
。
」
と
語
る
。
伝
統
あ

る
業
界
で
、
常
識
に
と
ら
わ
れ
ず
時
代

の
変
化
に
適
応
す
る
姿
勢
が
同
社
の
最

大
の
強
み
で
あ
る
。
こ
う
し
た
姿
勢
を

も
つ
家
具
の
あ
づ
ま
は
桐
箪
笥
業
界
の

み
な
ら
ず
、
伝
統
産
業
の
未
来
を
創
造

す
る
存
在
に
な
り
う
る
だ
ろ
う
。

有限会社 家具のあづま
・設立：1891年
・資本金：300万円
・従業員数：7名

・業種：製造業
・所在地：和歌山県紀の川市名手市場1169－1
・URL：https://azuma-kiri.jp/

『SAMA』

デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
の
融
合
で

技
術
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ

『M
E

 M
A

M
O

R
U

』
が
人
気
商

品
と
な
る
一
方
、
桐
は
細
か
く
高
度
な

加
工
技
術
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
手
作

業
で
は
生
産
数
に
限
界
が
あ
る
。
そ
こ

で
東
氏
は
、
「
手
作
業
で
作
ら
れ
た
も

の
が
伝
統
的
工
芸
品
」
と
い
う
固
定
概

念
に
捉
わ
れ
な
い
発
想
の
も
と
、
機
械

化
で
き
る
前
処
理
と
手
作
業
で
行
う
仕

上
げ
に
工
程
を
分
け
て
生
産
の
効
率
化

を
図
っ
て
い
る
。
「
今
の
精
度
を
維
持

で
き
る
の
は
５
０
歳
が
限
界
。
職
人
の

技
術
は
墓
場
に
持
っ
て
い
く
も
の
で
な

く
、
次
世
代
に
残
す
も
の
で
あ
る
。
」

と
東
氏
は
語
る
。

伝
統
産
業
の
承
継
に
は
、
技
術
の
伝

承
、
若
者
の
育
成
が
不
可
欠
で
あ
る
。

そ
の
手
法
と
し
て
【
デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ

ロ
グ
の
融
合
】
＝
【
理
論
の
伝
承
と
感

覚
の
共
有
】
が
あ
げ
ら
れ
る
。
研
ぎ
澄

ま
さ
れ
た
技
術
は
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
理

論
に
す
る
こ
と
で
何
年
も
残
り
続
け
る
。

他
方
、
弟
子
と
感
覚
を
共
有
し
、
人
に

し
か
で
き
な
い
ア
ナ
ロ
グ
な
部
分
を
身

に
つ
け
さ
せ
る
。
ま
た
、
独
立
し
た
弟

子
に
対
し
て
は
、
事
業
が
軌
道
に
乗
る

ま
で
原
材
料
の
供
給
支
援
な
ど
自
ら
の

身
を
切
る
勢
い
で
サ
ポ
ー
ト
し
、
敢
え

て
ラ
イ
バ
ル
を
増
や
す
こ
と
で
桐
箪
笥

業
界
全
体
を
盛
り
上
げ
て
い
る
。
そ
こ

に
伝
統
産
業
全
体
を
引
っ
張
ろ
う
と
す

る
東
氏
の
気
概
が
感
じ
ら
れ
る
。

https://azuma-kiri.jp/
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バックナンバーのご紹介

Vol.1 当局若手職員が注目した企業編 2019.5

Vol.2 オープンファクトリー編 2019.6

Vol.3 社員も会社も輝く企業編 2019.7

Vol.4 20代の起業家編 2019.9

Vol.5 2019上半期特別編 2019.1

Vol.6 新たな価値を生み出すコネクター編 2019.12

Vol.7 尖る中小企業のブランディング編 2020.2

Vol.8 食品ロス削減に貢献する企業編 2020.3

Vol.9 商工会議所（地域の取組）編 2020.5

Vol.10 社会変化に対応する働き方編 2020.7

Vol.11 新たな日常に向き合うビジネス編 2020.1

Vol.12 オープンファクトリーver.2編 2021.2

Vol.13 プラスチック問題を解決する10の企業編 2021.7

Vol.14 手仕事が欠かせないものづくり編 2021.9

Vol.15 コロナに負けない小売・流通・サービスの前向きデジタル活用編 2021.11

Vol.16 今、スポーツが熱い～スポーツシーンを支える関西の中小企業～編 2022.1

Vol.17 中小企業の成長を支える自治体等施策編 2022.2

Vol.18 8 future technologies in Kansai – シリーズ：2025の先に待つ未来を描く 01 - 2022.10

Vol.19 社会課題解決とともに成長する企業– シリーズ：2025の先に待つ未来を描く 02 - 2022.12

Vol.20 不変と可変 -揺るぎない価値観、絶え間ない挑戦- 2023.1

Vol.21 事業再構築で動き出すそれぞれの未来 2023.2

Vol.22 第9回ものづくり日本大賞編 2023.4

番外編 2022 副業・兼業人材活用事例集「身近な事例から学ぶ人材と企業の新しい『関わり方』」 2023.5

Vol.23 公設試との連携のもと躍進する企業編 2023.11

今回は、激変する経営環境において、価値創出の源泉を社員たる「人」と捉え、人づくりを通じ
て、組織の成長と未来への価値づくりに取り組む14社を、当局の未来を担う若手職員がインタ
ビューから記事執筆までを実施しました。

取材から見えてくる人づくりのための様々な仕掛けや仕組み、またその根底たる組織が培ってき
た風土や文化をどう次世代に継承させていくか、そのための試行錯誤を読者の皆様にもお届けする
と。そして、各社で着実に起きている変化の兆しを当局の若手職員が体験することを通じ「人づく
りで始まる未来づくり」という言葉の真意を自分たちなりに解釈すること、そして、世の中に価値
を生み続けるための私たちの組織のあるべき姿は何か、問い続ける契機となれば嬉しく思います。

最後になりましたが本書の作成・編集にあたり、御協力いただいた企業の皆様に御礼申し上げる
とともに、本冊子が多くの企業、支援機関に届き、チャレンジする皆様の一助になれば幸いです。
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https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei3.html
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https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei18.html
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei19.html
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei20.html
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/230216jirei.pdf
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei22.html
https://www.kansai.meti.go.jp/2sangyokikaku/2022jirei.pdf
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei23.html
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